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解 題

八 木 宏 典

浅間山の姿が美しく見える長野県佐久市の標高 900m の農場で、20ha の露地

野菜作と 20 棟の施設園芸を営む（有）小松園芸は、専務の小松真知子氏と社

長の博文氏が、これまで二人三脚で築き上げてきた農業法人である。

講師の小松真知子氏は、千葉県関宿町（現野田市）に生まれ、千葉大学園芸

学部を卒業された後 、農林水産省に研究職として入省、5 年ほど中国農業試

験場（広島県福山市）で農業普及をテーマに研究されている。「そろそろと考

えた時に、職場で声をかけてくれる男性がいなかったから」と言われたが、む

しろ研究員よりもはるかに魅力的な大学の級友と農業を、人生の最愛のパート

ナーに選んだのであろう。世はバブル経済へと向かう時代であり、農村では嫁

不足や後継者不足が叫ばれていた時代であった。こうした時代に大学出の女性

が、最も安定した職業と言われていた公務員を捨て、農家に嫁ぐということは、

夫への信頼（愛情）と農業への強い信念があってのことに違いないと思われる

のである。

小松家に嫁入りして農業に就農して以降、35年間の小松園芸の変遷は、3つ

の時期に区分されるという。第１期は就農してから家族 4人で営んだ家族経営

の充実の時期、第２期は常時雇用を入れ、法人化し、露地野菜作の規模を大き

く拡大してきた時期、第３期はベビーリーフの施設園芸を導入し経営の複合化

と社員の部門分担を進めた時期である。

父母の世代は大面積の大根専作を行い、それを東京に個人出荷する個人出荷

型の大規模経営であったという。しかし、後継者夫妻は、当時ＪＡを中心に地

域で進められていたキャベツ、レタス、はくさい等の葉菜類を選択した。二人

は地域との共存を第一に重視したからだという。ＪＡ出荷の葉菜類は大阪市場

で評価を得て産地ブランドとなり、また、バブル経済のもとでの高値傾向もあっ

て、就農当初は 800 万円ほどの売上高が 3,000 万円を超えるようになった。し

かし一方で、出産・育児という家族のライフサイクルによる労働力不足にも直

面する。そのために、さらなる規模拡大のためにも、常時雇用の導入が必要と

された。
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この時期はバブル崩壊後の不景気の時代となっており、有効求人倍率は平成

2 年（1990）の 1.40 から 7 年（1995）には 0.63 へと大きく低下し、完全失業

率も 2.1 ％から 3.4 ％へ上昇している。若い男性では 6.7 ％という高い失業率

となっている。そのため「農業界に都会の人が目を向け、就農相談会は大盛況」

であったという。小松園芸では平成 8年（1996）に独立志望の東京人を研修生

として採用した。この雇用を契機に、家族経営から雇用型へと大きく転換して

いくことになる。

しかし、常時雇用となれば従業員の社会的地位や福利厚生が必要となる。そ

のため平成 11年（1999）に法人化し、（有）小松園芸が新たにスタートする。

夫が社長、妻が専務に就任してさらに雇用を増やしていくが、これまで女性を

積極的に採用し、社員の育成に力を入れて来たという。この時代は各地でも農

業法人化が進められた時期であり、法人数は平成 2年（1990）の 2,900人から 12

年（2000）には 5,300 法人へ 1.8 倍も増加している。わが国の農業法人化の歴

史の中で、最も増加率の高かった時代であり、こうした動きを背景に 11 年

（1999）には日本農業法人協会が設立されている。

（有）小松園芸では、法人化後２つの重要な取り組みを行っている。その１

つは、「変形労働時間制」の採用である。5月から 10月までの最盛期には、朝 5

時から夕方 17 時半まで実働 9.5 時間／日の長時間労働となるが、冬は 50 日間

という長期の有給休みとし、一般企業並みの年間労働時間に調整したものであ

る。もう１つは、ナガイモやニンジン、ゴボウなどの根菜類を、11 ～ 12 月を

中心に直売所に出荷する新部門の導入である。露地野菜の出荷終了後の従業員

の働く場の確保と、冬期の給与の原資とするのが目的である。また、生産した

商品についての評価を直接聞くことができる地元消費者とのふれあいは、従業

員のモチベーションを高めるためにもきわめて重要であったという。

農産物直売所は、平成 10 年（1998）頃から個人やグループだけでなく、農

村地域の活性化などを目的に農協や市町村でも取り組まれるようになり、16

年（2004）の農林水産省調査では、全国で 2,982 個所の直売所が設置され、そ

の販売総額は 2,225 億円に達していた。佐久市周辺でも軽井沢町も含めて多く

の直売施設が設立されたという。この時代には、道の駅、温泉の土産物売り場、

－ 42 －



- 3 -

パーキングエリア、スーパーの直売コーナーなども含めて、生産者が直接消費

者に農産物を販売する機会が、多くの地方で広がっていたのである。

第３期のベビーリーフの導入は、異常気象が常態化する中で、主力の露地野

菜作とは対照的な新部門を導入することで、経営の補完と危険分散を図ること、

そして分業化を通じて社員に新部門を任せることが目的であったという。ベ

ビーリーフは完全契約であり、JA を通さずに直接出荷できること、露地野菜

に比べて軽量であり、ハウスの環境制御によって年間栽培が可能であること等

々のメリットがある。しかも、実は佐久市の日照時間は全国でもトップクラス

にあり、とくに冬場の日照時間は長野市などに比べても長い。そのため、外気

温が零下 10度であっても、昼間はハウス内の気温が 30度ぐらいにまで上がる

という。こうした冬場の日照時間の長さは、これからまだまだ利用できる新た

な農業の可能性を秘めているという。

第３期の最終段階にあると思われる現在、小松園芸は直売所などへの販売と

ベビーリーフで収入の 3 割前後を安定的に支えながら、価格が常に 30 ％前後

も変動する露地野菜部門を中心に、平均売上高 1億 4千万円、正社員 6名、パー

ト 4名、技能実習生 2名（令和 2年はコロナ禍でゼロ）の、地域でも屈指の経

営へと成長してきた。前世紀末から今世紀初めにかけたバブル経済前後の時期

に、わが国農業のど真ん中をまっしぐらに駆け上がってきた経営であり、農業

の持続的生産の理論と農業経営の成長セオリーを一途に実践してきた経営であ

ると言っても過言ではないだろう。

しかし、生産現場の問題は、農地、人材、コスト、スマート農業と技術革新、

異常気象、高齢化・離農、消滅集落等々、きわめて多岐にわたりまた深刻であ

るという。その中で、将来の展開に関わる２つの話のみを紹介しておこう。１

つは新規就農者たちの地域での活躍がみえるようになって来たという話であ

る。彼らは「文書化された栽培マニュアルやＤＶＤ」等で勉強しており、それ

ぞれのしっかりしたネットワークを持ち、情報も村人たちよりも早いという。

２つは外国人正社員採用についての話である。短期で入れ替わりの激しい日本

人スタッフよりも、優秀で長期に社員として働いてくれるのであれば、外国人

スタッフの採用も視野に入れる動きがあるという。

就農後 35 年を経た小松園芸も、いよいよ経営継承の時期を迎えることにな
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る。直面するさまざまな課題を乗り越えた、第４期の（有）小松園芸の新たな

展開が楽しみである。
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司司会会（八木） 私は、日本農業研究所の八木です。本日の講演の進行役を務

めさせていただきます。それでは、企画研究委員会を開きたいと思います。 

 本日は、有限会社小松園芸の専務であります小松真知子さんにおいでいただ

いてお話を伺います。 

 小松さんのプロフィールは、説明資料を御覧いただきたいと思いますが、千

葉県の御出身で、千葉大学の園芸学部を卒業した後に農林水産省の研究員とし

て５年ほど仕事をされておりました。５年目の昭和58年に御主人・小松博文さ

んと結婚をされて、その４か月後に退職して、御主人のやっている農業を一緒

におやりになってこられています。これまでのご経歴は、長野県の農業士およ

び農業経営士の資格をお持ちになり、望月町の農業委員、株式会社マルタの取

締役などに就任されています。株式会社マルタというのは、東京に事業本部が

ある有機農産物を中心とする青果物の卸売業のような組織です。ホームページ

を見ると、1,800人ぐらいの会員の農業者が集まっていて、2016年の年商は74

億円となっておりました。小松園芸の設立は平成11年で、資本金700万円。現在

は専務として活躍されております。 

 本日は、「生産現場35年からふりかえる」というテーマで、就農されてからこ

れまで35年間の「経営の変遷のキーとなる雇用事情」というサブタイトルにあ

りますように、そこに少し焦点を当ててお話をいただくということになります。

本日は２時間の予定で、最初、小松さんに、１時間ぐらいお話をいただきまし

て、その後、自由に質疑応答したいと思います。よろしくお願いいたします。

（別添資料：写真「小松さんと社員のスナップ及び農場から見える浅間山の風

景」、説明資料『生産現場35年をふりかえる－経営変遷のキーとなる雇用事情－』、

「直売用リーフレット」、表１「経営変遷と従事者数の推移 個人経営から法人

化へ」、表２「社員はどのくらい勤続しているのか」） 

 

Ⅰ 講  演 

 

小小松松 小松真知子といいます。このような機会を得て光栄です。ありがとう

ございます。 

 私は、農水省の研究員をやっていた時代が５年間ありました。その当時、現
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つくば大学教授の納口るり子さんが同期で入っていて、学会などでは彼女と一

緒に連れだって歩いていたので、八木先生のことは存じていました。私は中国

農業試験場の農業経営部で農村生活研究分野を担当し、普及をテーマにしてい

ました。その当時は木下忠雄さんが部長でして、たいへん温厚で思いやりのあ

るありがたい上司でした。研究室では工藤清光さんが直属の上司になります。

そういうわけで、合意形成だとか社会学的なアプローチを随分指導していただ

きました。 

 私は、とにかく農業者としてひたすら現場で働いているというのが現実です。

研究員だったなどということはとっくに忘れているかのごとくです。でも、写

真にみえますように若手のやる気のある連中を従えまして、一緒に楽しく苦し

くやっています。 

 ２枚目の写真に写っている山は浅間山です。この麓からちょっと離れて、家

から見る浅間山はこのぐらいです。軽井沢あたりになると背裏にそびえるでっ

かい山が浅間山なのですけど、私たちはちょっと離れたところ佐久市望月にな

ります。でも、故郷の山と言ったら浅間山です。 

 ３枚目の写真は出荷の光景です。見てのとおりＪＡの箱ですね。ＪＡ出荷で

葉物３品、レタス、キャベツ、白菜を出荷しています。４枚目の写真のように、

大体10人弱のメンバーでやっています。 

 説明資料２頁めのたどってきた道というのは、今紹介していただいたとおり

です。特記すべきことは、農業士という資格は、嫁に来て割合すぐに取ったん

です。子供が長らく８年もいなかったのです。夏の高原農場は冬は暇なので、

おもしろくないなというわけで普及センターに通いまして勉強したところ農業

士が取れたのです。嫁というのは全然情報が入らないのです。技術的な情報も

入らなければ他の経営者の話をきくこともなくて、これを取ったことにより、

私も長野県下のあちこちに知合いができました。会合に出ていけば、それから

また広がって、その先輩だ、後輩だ、人間関係的には大きな影響をもたらした

資格だったと思います。農業経営士は40歳になってからの資格です。農業経営

士になって農業経営者協会、今、私も北佐久の支部長をやっていますけど、長

野県下300人ぐらいの資格者の中で、女性は５人ぐらいしかいないと思うのです。

もうやめた人もいるので今女性は３人くらいだと思うのですけど、男女関係な
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くつきあってくれて、これはこれなりに情報ルートとすればありがたい組織で

す。 

 そういう意味で準拠しているグループとすれば、あとは農業法人協会の女性

部「やまと凛々の会」という組織があります。県を超えてこの研修会などに出

ていきますと納口るり子さんがこの会の研修会をサポートしているのでよく会

います。 

 私がなぜ現場に行ったかというのは、たまたま出会った人が農家の息子だっ

たということです。私、農業経済じゃなく農学で農水省に入ったんです。最初

に農業経済の人たちの中に入って、本当にわからないことがたくさんあったん

です。同期の納口さんなどは「資本論」から入っているとのことで、「何やって

いる？」って聞いたら「資本論の勉強しているのよ」「えーっ」みたいな感じで

した。私にはついていけない世界ではないかとひやりとしましたが、中国の農

業試験場はそんなことはなく、好きなことやっていいよみたいな感じでスター

トしたので、給料もらうのは申しわけないようないい環境だったです。 

当時農村の調査をする中で、特に中国地方などは本当に農業者が減っていて

若い農業者があまりいませんでしたね。農業の現場の周りには優秀な人材が大

変多くいる、みんな農業だ、農業だって議論している人がたくさんいましたけ

れども、肝心の生産現場には人がいない。農村は衰退傾向に見えました。「農業

は西から変わる」と言われていて、老齢化も衰退状況も西のほうからどんどん

進んでいったものだから、ある意味最先端の地域だったんだろうと思うのです。

当時は農業を仕事としてできるのは、農家に生れるか結婚で農家に入るしかな

いという時代でした。でも、農家を継がない人はどんどん出ているし、これじゃ

農業界は尻すぼみなのは間違いないと思いました。だから、農業界を発展ある

いは維持させるためには、農家以外の人を何とかして入れ込む必要があるよね

というふうに当時考えていました。だからといって、自分がやったところでど

うなるわけじゃないんですけど、そういう問題意識を抱えながら仕事していま

した。 

 それで、４～５年たってくるりと見回して、単に大学のときからお付き合い

していた人のところへ、やっぱり結婚するのはこっちかなと思っていくことに

しました。研究員の人、誰も私に言い寄って来る人がいなかったもので（笑声）。
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しかも私、割合現場が好きで、第二種兼業農家の出だというのもあって、田植

え、稲刈りは自分の仕事だぐらいで小さいときからやっていたせいもあって、

現場は好きなんですよ。全然違和感なくて。大学のときも、あっちの農場へ実

習、こっちの農場へ実習って自主的に行っていたりして、現場のおもしろさを

感じていたんですね。 

 別添の表１に年表形式でまとめてみました。先代の義父という人は大根の大

規模経営をやっていた人で、夏だけ近所のおじさん、おばさんを二十数人も集

めて大根を洗って出荷、それも東京へ個人出荷していました。だから、結構野

菜産地の先駆けをやっていた人なんです。けれど、私の旦那っていうのはそう

いう一匹狼じゃなくて、地域の中のみんなとワイワイやるのが好きな人でした。

彼は地域の中で主流になりつつあった白菜、キャベツをやりたいということで、

ＪＡのほうに入り込んで就農以降、大根じゃなくて葉物野菜をやっていました。

だから私が嫁に行ったときは、大根もあれば白菜、キャベツもあったんです。

ただ大根の連作障害も出てきていて、息子への配慮もあってか義父は縮小傾向

でやっていました。経営移譲は昭和62年です。私が59年に入ってきて何年もし

ないうちに経営移譲してくれました。 

 嫁いだころは本当に貧乏農家でした。価格は暴落し生産過剰で、就農１年目

のとき農業総合研究所（現農林水産省農林水産政策研究所）の駐村研究員を１

年やっていて報告したことがあったのですけど、１年目の売上は800万円ぐらい

しかなくて、「よくそれでやっているな」ってみんなに言われました。それが現

実だったのでそういうふうに言ったんですが、今思えば恥ずかしかったなと思

うのです。そのぐらいお金は取れてない。旦那の技術もまだ全然確立していな

い。義父との関係も中途半端だったものですから本当に貧乏していました。冬

は当然のようにアルバイトしていました。１年目の作付面積は585ａと記録にあ

ります。耕作面積は約４ｈａでした。 

 それが、数年してバブルのころに入ると景気がよくなりまして、野菜単価も

非常に上がって、そのころ、私もしっかり働いていたので数量も出せて力がつ

いてきたということで、子供もいないししっかり働いていました。それでプラ

スに転じて、このころで楽になりました。大型トラクターが２機というのは、

大体１台は防除トラクターだったんです。もう１機あるということは、出荷の

－ 48 －



- 5 - 

トラックがわりに大きなバケットをつけることができ、出荷能率をグンと伸ば

すことができました。どんどん出せたし、単価はいいしということで成績はよ

かったんですけど、平成３年に私が出産になると、農家というものはガクンと

労働力がなくなるというか、特に私は体が弱かったもので――体が弱いのは出

産のときだけですよ、それ以外のときは本当に丈夫でピンピンしているんです

けど、８年も子供がいなかっただけに、そっと生きてそっと生きてということ

で、その年は出荷数量がたいへん減りました。労働力も義父と義母と私たちと

４人の体制が３人になり、子供がいるようになると子供は義母がみていたりす

るので結局2.5人になりというように、本当に農家のライフサイクルに伴う労働

力の変動というものには痛いものがあります。平成６年にはまた出産で、そこ

で双子が生れて、ますます私など手が取られるし、義母は専業で家事をやって

いるような状況になり、畑は手が足りなくて困っていました。後々この辺はお

話します。 

さて話をもどし、うちは今現在どんな経営をやっているかをお話します。説

明資料の６頁から８頁です。標高900ｍにある準高冷地の高原野菜農場です。

1,300ｍほどある川上村とか、あそこまで涼しくはないんですけれど、５月から

11月初めぐらいまで半年間、夏の間ずっと出荷し続けるような産地です。中心

はレタス、キャベツ、白菜。それに現在ではベビーリーフを中心とする施設野

菜をつけた経営になっています。会社とすれば、1999年に法人化しスタートし

た22期目、農家から法人化したので当初は農家にきわめて近い形でやっていま

した。人数的には大体正社員が６人、パート４～５人、パートはベビーリーフ

部のパートです。そして、８か月の中国人の実習生が２名の体制でおおかたずっ

とやってきたのです。けれど、今年はその中国人が来ない。派遣の日本人を代

わりに頼んだら、１か月で辞めた人もいるし、３日で辞めた人もいるし、１週

間で辞めた人もいるしというように、取っ替え引っ替えで本当に苦労しました。

その後、ほかの産業に入っていた３年のベトナム人実習生の人たちが仕事がな

くなったからといってＪＡを通して入ってきまして安定しています。そんなこ

とで７月以降は何とかなったのですけど、６月までは大変でした。そのせいで

随分捨てました。作物ができ上がっているのに出荷する能力がなくて、非常に

ひどい目に遭いました。 
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 売上規模は、後々グラフも出てきますが、去年は悪くて1.2億円ぐらいです。

一番お金が取れたときで1.7億円ぐらいです。1.4億円ぐらいはいきたいねとい

うところなんですけど、変動要因はほとんど野菜の単価です。このぐらい乱高

下するんだということを伝えたいです。 

 10頁です。これは露地野菜の売上なのでけど、家族経営のころからの推移で

す。ちょっと見にくいですね。ただ近年、ここ10年ぐらいのところを見ても、

すごい乱高下があります。このぐらい露地野菜の経営は単価に揺すられます。

それでも何とか耐えてやっているというところです。家族経営のころの一番左

のほうをみても、家族しかいなくても野菜はとても暴騰するときがありました。

ただ、その次の年は半分にもなってしまうくらい下がる。だから、１年の稼ぎ

でなく数年の稼ぎで平均とって考えないと、単年度だけで考えたのでは駄目で

すね。 

 ちょっと戻ります。５頁です。特徴とすれば、冷涼乾燥な気候となだらかな

傾斜地の畑が基盤です。雨がすごく降ったといっても下へ流れていってしまい

ますので、大量に水がたまっちゃったなんていうことはない点はよいのです。

けれど、今年の７月はすごく降りました。 

次から次へと雨が降ったので根がかなり腐って、今年の特にキャベツの作柄

はよくないです。それと、粘土を含む地力のある土質で、品質のよい野菜がで

きる、おいしくていい野菜ができる産地になっているんです。ただ粘土を含む

というのは、地力はあるけれど作業性は悪いです。降ればグチャングチャン、

乾けばガチンガチン、本当にこの土と付き合うには一筋縄ではいかないときも

あります。それが、完全に粘土というわけじゃなくて適度な粘土なのでよいの

です。 

 それと、土の持続性を保つため、基肥は有機肥料を使用しています。土壌消

毒は基本的に社長が嫌いなので、しないです。直売用リーフレット（別添）に

もあるように、「作物はおてんとうさまと微生物が作るもの」というのがうちの

社長の考え方で、株式会社マルタというところの推奨肥料であるモグラ堆肥と

いうぼかし肥料をベースにしています。完全ではないですが微生物をとにかく

大事にする農法を採用して、多分このほうが長期的には安定性があるというふ

うに考えていますし、おいしいものができると感じています。といってもほと
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んどがＪＡ出荷なので、おいしさが評価されているとは感じていません。直売

所では評価されています。 

 会社の特記事項としては、人材育成をとにかく重視してきました。女性社員

を積極採用してきました。男子３人、女子３人という体制でやってきた時代も

あって、なるべくそういう方向にしたいのですけど、このところ数年、女性が

全然応募してきてくれていないので女性社員が減っています。 

 それから変形労働時間制の採用です。冬は50日の給料のある休みがあって、

年間休日は100日程度のカレンダーを組んでいます。夏は朝５時から、夕方は今

（９月下旬）は17時半になりましたけど、ちょっと前までは18時です。１日実

働9.5時間、この期間が５月から10月の上旬まであります。10月半ばになると、

朝は手が冷たくてもう駄目だというときが来ます。そうなると、また８時から

17時の働き方になります。週１日の休みで、この期間だけ見ればブラックだな

というふうに思われるでしょう。でも、冬は50日も長期休みがあるし、年間トー

タルだと、週40時間の働き方で年2,085時間（これがいわゆる基本給に相当する

部分の働き方）、プラス固定残業として月11時間平均の合計2,217時間がカレン

ダーに組み込まれています。残業代は、はじめから給料に固定残業として25％

の割増しをつけて払ってしまうということです。１月は全休です。クリスマス

が終わってから２月10日過ぎぐらいまでは全休ですけど、給料は１年中同じで

す。社員はそういう働き方をしています。 

 あとは地元とのつながりを重視しています。地元供給、地元の直売所にも一

生懸命運ぶように（夏は無理なんですけど）こころがけてやっています。 

６頁から８頁の「現在の経営の組み立て」です。①、②、③とあります。ま

ず６頁の①露地野菜のレタス、キャベツ、白菜というのが主力です。これが経

営の75％を占める主力部門で、作付延べだと20haぐらいです。ＪＡ出荷です。

大阪市場で評価が高くてブランド産地になっています。農業新聞などで高値、

中値、安値と出ているんですけど、まず白菜、キャベツは高値のところがうち

の産地のものです。なので、安定して高く買っていただいています。何がブラ

ンドかって、しっかり入っているという、ただそれだけらしいです。間違いな

くしっかり入っている。買う側には軽いものは嫌われるらしくて、歩留まりが

よくしっかり入っているというのがブランドなんだよと聞いています。 
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 キャベツは業務加工の契約で10年以上やってきました。今年は正社員が減っ

てしまいましたのでちょっと休みましたけど、ずっとこれはやってきました。

それから、指定産地になっているので、国の価格安定事業がついています。 

 問題は、予冷が絶対必要な夏野菜というのが一つのキーです。夏の野菜は１

度完全に芯まで冷やさないと、次の朝、都会へ着いたときにトロトロになって

いたりすることがあります。だから、予冷は絶対に必要です。予冷施設という

のが大体１～２億円、小さくとも１億円はかかるという施設なので、ＪＡを出

て個人で勝手に売りましょうということができにくい要因の一つになっていま

す。冬野菜なら違うと思いますけどね。出荷期間は５月から10月の半年。社長

と社員５人、中国人実習生で担当しています。 

 これと対極にあるのが７頁の②施設野菜のベビーリーフ部門です。経営の売

上的には15％程度ではあります。これは農協に頼らないつくば市の会社とのほ

ぼ完全契約で、ちょっとだけ地元のホテルとか軽井沢のホテルとかと取引をし

ています。この部門は平成24年にスタートした９年目のものであります。後で

また、なぜこの施設野菜をスタートしたのかというような話は出てきます。 

 出荷期間は周年です。１年間出しています。けれど冬場は大きく落ち込みま

す。３分の１くらいになってしまいます。でも、ゼロにはならないのはすごい

なと思うのです。わが地域の冬は地面がガチンガチンに凍って零下10度とかそ

ういう環境になっているんです。けれども佐久は日照力があるんです。だから、

ハウスの中は冬でも30度になったりするんです。パートさんたちは、朝10時か

ら２時半まで出勤しています。周年と言えば周年ですが。夏の間は週３回ずつ

「つくば」へ配送しているのですけど、冬は週１回です。そんなに伸びないで

す。でも、それでパートさんたちのぎりぎりの人件費はつないでいます。 

 22頁のように、平成26年の雪害により、ハウスの８割が倒壊しました。群馬

から長野・山梨周辺ですごい雪があったのを覚えているかと思いますけど、こ

の写真のとおりでした。ショックでした。24年にスタートしたハウス、１年と

５か月でやっと建てたハウスをつぶしてしまいました。かまぼこ型のハウスが

Ｍ字型になってしまったんです。びっくりしました。一応これは50㎝の雪に耐

えるコンクラハウスだと業者に言われて、丈夫なハウスを造ったつもりだった

んですけれど、なんの１ｍ降られればペチャンコでした。冬、２月の中旬、がっ
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かりしましたね。でも、このときは激甚災害とかで国県市で９割助成してくれ

たんですよ。９割助成なんて本当にあるのかと思いました。おかげで建て直す

ことができました。 

 再建して、その当時は12棟だったハウスが今20棟あります。あの年、まず隣

の畑に再建してあとでつぶれたハウスをこわしたのです。すると、もともとあっ

たハウスの畑がガラガラになってしまい、実際こういう状況って、とても切な

いんです。そうなると人間、何とかしようと思う気が働くんでしょうね、結果

的にはそっちも自力で再生して、結局12棟が20棟になっていました。あの最初

の12棟建てた時点で、これ以上お金もないし増やせないよねと思っていたのに、

ああいうトラブルがあると頑張っちゃう力が出るのか、結果的には増えてしま

いました。再建するには９割助成でありがたかったんですが、もう同じ構造で

はできないですよね。また大雪が来たら困るので、さらにコンクラを入れたり

合掌造りにして単管を入れるなど丈夫構造にしたので、結局お金はかかってし

まいました。でも何だかんだでやりくっていくものだなと思います。私がハウ

スのほうの責任者なのですけど、生産担当の男子正社員が１人、摘取り担当の

パートから正社員になった女性と４人のパートとでやっています。ただ今年は、

私はほとんど露地部のほうについています。露地のほうはコロナで外国人材が

入れずトラブルばかりでしたから。そういう意味ではハウス部門は全部任せて

いて社長すら口出さないというのがすごいかなと思います。 

８頁です。３本目の柱は直売部門です。ナガイモ、ニンジン、ゴボウを作っ

て、売上的には経営の15％ぐらいではありますけれど、直売所、スーパーの直

売コーナー、道の駅、おみやげ物売り場などで売っていく直売専門です。あと、

お歳暮の贈答などの個人販売をやります。出荷期間は全部露地の葉物が終わっ

た11－12月中心です。この季節だからできるんです。根菜類を冷蔵庫にためて

おくと、５月ごろまで直売所出荷ができます。冬中やっていられると言えばやっ

ていられるんです。ここは両方の部門がかかわっています。11月－12月は総力

戦でやり、ここの売上がちょうど１月とかちょっと遅れて２月ごろ入ってきた

りすると、冬の間どうやって給料を払うのかという課題に対する答えの一つに

なっていると思います。 

 これは地元にお客がいるという非常に大きい強みを持っています。あと、張
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合いです。社員にとってＪＡ出荷なんていうものは、お客さんの「ありがとう」

を聞いたことがないんです。「おいしかった」を聞いたことがないんです。張り

合いが悪くて、社員にどうやってモチベーションを持たせるか本当に困ります。

けれど、直売所へ行って、「この前のはおいしかった」などとそこを回っている

担当者が聞いてきてみんなに伝えれば、うちのは評価されているんだなと感じ

て張り合いがいい。地元から愛されているところがあるのかな、頼りにされて

いるのだなと思う。これって大事です。 

 直売用リーフレットなのですけど、これは白菜、キャベツはほとんど入って

いない、いわゆる直売向けのためのリーフレットになります。ナガイモやニン

ジンを売るためのリーフレット、ほとんどナガイモを売るために作ったような

ものです。地元のお客というのはいいものですよね。ただ、直売所だって15％

とか20％の手数料はもちろんかかりますし、大変なのは、持っていって価格シー

ル貼って帰ってくると意外と時間をとられます。それに比べれば農協出荷は、

まとめて何百ケースも場所の近い集荷場に下ろしてくるだけで全く手がかから

ないので、そこのよしあしはいろいろあるなと感じています。 

 ９頁の「私の35年の経営変遷」ですけど、別表１にも示してあるように、私

にとっては家族経営の時代が15年ありました。嫁に行って15年間、家族経営で。

その後法人化して20年強になります。法人化は平成11年からなんですけど、そ

の前に日本人の研修生を入れたというところから他人と組むことが始まります。

これが第２期です。第３期というのは施設園芸を導入したときです。ここをな

ぜ区切ったかというと、施設園芸は今、社長は全然ノータッチです。全部社員

がやっている。ハウスがつぶれたときの再建の手伝いのときは、社長、露地部

も手伝いましたけれども、ハウスに関しては社員にほぼ完全に任せてあるので

す。私が監督でついているのですけど、実質社員がまわしています。そういう

意味で社員が育っているということになります。この辺はまた次に話します。 

 10頁のグラフでみても、家族経営の時代は大体３分の１ぐらいです。このグ

ラフの平らになっているあたりが研修生を１人とか２人とか、しかも研修生と

いうのだから、１－２年で終わります。平成13年から外国人も入ってきていま

すが、もちろん主な労働力は家族です。大した売上もなく10年ぐらいがたち、

それから平成23年にいきなり社員４人を採用してみました。そうするとまた
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ちょっと体制が変わってきます。別表１の中では合計従事者数が、９人、10人

体制になってきます。だから、当然売上も伸びてくるはずなんですが、この９

人、10人の中身がしっかりした正社員だけならいいけれど、１年目ですぐやめ

たりする社員がたくさん入っているわけです。それはまた後で話します。 

 11頁を見てください。経営が変わる大きなきっかけになったのは結局何だろ

うかといったら、まず平成８年に他人、研修生が入ったことです。我が家では

双子は生れるし、私の旦那は農協青年部の県の会長で出歩いてばっかりでした。

誰が農業やるんでしょうかといったときに、東京の研修生を採用したんです。

独立志望の東京人を雇用しました。この人は北海道で独立してやっていたのだ

けど、どうも余り成績がよくなくて、親は東京にいるし、もうちょっと近いと

ころで考えていたようです。たまたまうちの町に親が別荘を持っていて、その

別荘に遊びに来たときに、当時新規就農者のはしりだった岡路さんを訪ねたの

です。そこで岡路さんがうちの旦那と会わせてくれたということなんです。と

ころで日本農業研究所の歴代の講演者リストを見ていたら、その岡路さんが平

成７年に講演していますよね。びっくりしました。平成元年のころに新規就農

してくる人なんて本当にいなかった。そんな中で、当時48歳の医療系の会社に

勤めていて海外にまで赴任していて、年収だと1,500万円ぐらいあったという話

なんですけど、その人が農業をやるといって我が町に来たんです。で、新規就

農の道では有名になっていました。当時、彼は取材や視察が余りにも多くて仕

事にならないと怒っていたのですけど、そのお客の中の一人がこの東京人でし

た。そのころ、うちも人手がなくて困っていることを岡路さんに話したりした

こともあったので、岡路さんが「勤めてもいいと言っている人がいるよ」といっ

て紹介してくれたんです。じゃあということで当時、30歳の彼は妻子連れでう

ちの研修生となり、そのうちこちらで独立するというつもりで来てくれました。 

 家族経営の中に、後継者と同じような働きをする、大型トラクターが乗れる、

どんどん運べる、ほとんど旦那と同じような仕事ができるという人が１人加わ

ると、すごくパワフルでびっくりするほど成果が出ました。旦那がいなくても

その人がどんどんやってくれるから、私たちと彼でほとんど仕事ができる。驚

くほど有効でした。彼は独立志望だったから、冬は給料払わなくてもよかった

のです。自分でちゃんと高速道路の除雪に行ってというように、初めから自分
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で生きていくつもりだから、冬の給料の心配はしなかった。それから毎年、じゃ

あ研修生を入れようということになって、いわゆる経営に他人が入るきっかけ

になったのです。 

 ところが平成11年、独立を希望しない研修生が出てきたんです。12頁です。

農業でこの先やっていきたいけど、独立は考えていないというのです。「じゃあ

どうするの」、「小松さんちの手伝いじゃ困るよね」、「じゃあ法人化するしかな

いね」ということになったんです。この先代の研修生がバイク事故を起こした

ときに、彼が警察に「君、仕事何？」って聞かれていたのを私はそばで聞いて

いました。「小松さんちの手伝いしています」って、彼は言うんです。彼の身分っ

てそういうことか、個人農家の研修生は小松さんちの手伝い人、そういう身分

だったのかと。また近所のおじさんから「男衆（おとこし）かい？」と聞かれ

たこともあります。いわゆる昔の大地主に仕える使用人のような、そんなイメー

ジで見られていたんだなあと、かなりガーンとしましたね。これじゃあ駄目だ、

会社にしてちゃんとした身分にしないと駄目だなと思ったので、法人化するこ

とにしました。 

 日本法人協会も平成11年ぐらいが発足なので、当時、全国的に法人化のうね

りが来ていたということです。 

法人化して社員にするというと、今度は通年雇用ですよね。これはこれでま

た一つのハードルで、半年しか収入のない高原野菜産地でどうやって冬まで雇

うのかという問題を突きつけられました。それで、冬にハウスでホウレンソウ

を作ったらどうかとか、花木のふかし栽培とかいろいろ探ったのですが、あれ

も駄目これも駄目で、結局産地にあった品目のナガイモを作るようなことに

なったわけです。 

 また、法人化すると社会保険の負担の重さには本当にびっくりしました。感

覚的には、例えば２割ぐらい給料を上乗せするという感じです。ざっとですけ

れど。厚生年金、健康保険、労災だ、雇用保険だ、挙げ句の果てには退職金積

立までやれば、２割は超える。だから20万円の人を雇えば24万円払っているよ

うな重さというような、そのぐらいの感覚の重さでびっくりしました。社会保

険は全加入ですので社長も専務も全部入ってくださいと言われるのも痛いと感

じました。時代的には平成13年からは中国人の研修生が入って、産地の中では
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他人を雇うという感覚が出てきつつあったんですけど、８か月の研修生なので

通年で雇用する事例というのはわずかでした。いまだにわずかであります。 

 そんな中で、変形労働時間制の採用を平成19年からしました。平成19年には

高卒の18歳の女の子を２人同時採用したんです。この子たちは春４月に入社し

てきて、だんだん労働時間が長くなってきてつらくなってくるんです。多分一

番つらいのは５－６月、６月ごろだと思うんです。こんなブラックな会社と思

うでしょう。７月を越して９月になってしまえば、だんだん日が短くなってき

て労働時間も減ってくるけれど、春から夏にかけてのこのつらいときに、今は

つらくても１年ずっと通せば週休２日と同じ働き方なんだよ、という事を納得

してもらわなくてはならない。社会保険労務士さんにその証拠書類として作っ

てもらったのが変型労働時間を採用したカレンダーです。それからずっと使っ

ています。その当時、朝５時から夕方６時（休憩は３時間半）の働き方という

のは違和感がありました。家族経営のときには夏の夕方６時上がりなんて早過

ぎる、日が暮れる夕方７時半までは白菜を切っていましたから、６時に終了な

んてとんでもないと思ったんですけど、やってみたら結局このほうがいい。長

くやってくればなおこのほうがいいですね。夕方早く切れ上げれば、元気に早

朝も出勤してこられるし、これはよかったなと思います。メリハリがついた働

き方になります。休日も――休日といっても私たち経営者のほうは休日なんか

ないけれども、やはり他人が来てない日はちょっと気楽で、いつもよりも長く

昼寝したり、そういうこともできるしということですね。 

 13頁です。直売体制というのも経営の変遷の一つとなった事柄です。これは

さっきも言ったように、通年雇用で冬の給料を払うために始めた直売所販売で、

平成９年からです。冷蔵庫で貯蔵のきく根菜に目を向けてやってみました。冷

蔵庫というのは、冷やすためじゃなくて凍らせないための冷蔵庫です。ナガイ

モは凍みに弱く、凍結させないようにひたすらマットをかけるんですけどやは

り隙間からダメにしてしまうのです。何せ外は零下10度とかそういう環境なの

で、やはり冷蔵庫がないと凍っちゃうんです。それで、８畳の冷蔵庫を作った

ところ、じゃあニンジンもゴボウも作ってみるかという形になって、直売の比

重がだんだん上がってきたということです。 

 背景には、世間のあちこちに直売所ができ始めた時代というのがあると思う
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のです。それ以前だったら地元の市場へ出すしかなく、とてもできなかったん

ですけど、あちこちに直売所ができた時代、そういう時代背景があったという

ことです。現在は14か所ぐらいお付き合いする直売所があります。直売所、道

の駅、温泉のみやげ物売り場、パーキングエリア、スーパーの直売コーナーな

ど、地元のあちこちにお願いしながらやっています。 

 地味ですけれども、売上額は1,200万円から1,000万円くらいでも経費が割合

かかってなくて、地道な成果があるというふうに感じています。冬の間の支払

いに相当貢献してくれています。 

14頁を見てください。特別栽培というのを平成14年からやっていました。マ

ルタの有機肥料と出会って、ＪＡの野菜部会の中に特栽部会というのを発足し

ました。地元では、農協出荷の中ではみんな関心ないですね。「部会で取り組む

のはいいことだけど、俺はやらないよ」というような人ばかりだったんです。

初めは、それでも10人ぐらいで特栽部会を発足しました。 

でも、みんなやめていきました、有機肥料など経費がかかる割には価格の有

利な差がなかなか出なかったということがあって。うち１軒だけで10年間、そ

れだけ別に分けて出荷してもらって続けていたのですけど、その後業務用キャ

ベツが入ってくるようになると、業務用キャベツもある、特栽のキャベツもあ

る、普通のもあるといったら、やりきれなくなってきて、結局50ケースだけの

特栽のキャベツを作り続けるのはたいへんだということで断念することになり

ました。時代背景の運も関係しました。ＢＳＥの問題が当時出てきたのです。

堆肥使っているなんて言えば、安全性上よけい評価が悪くなったのです。そう

いう時代に出会うことってあるんですね。びっくりです。 

15頁です。経営の変遷のきっかけの大きいところは施設園芸、ベビーリーフ

を導入した年、平成24年からです。社員が定着し、部門を任せられる可能性が

出てきたということと、異常気象が常態化して危険分散の必要も感じていまし

た。露地は気象のコントロールができないけれどハウスだったら水と温度の多

少のコントロールができるからということで、ハウスでホウレンソウをやろう

かと候補に挙げていました。夏のホウレンソウって非常に需要があるんですけ

ど、ずっとホウレンソウだけ作っていると連作障害が必ず起こる。そうすると

必ず土壌消毒をしなきゃいけない、嫌だなということでずっと迷っていたんで
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す。 

すると、たまたまベビーリーフの契約をやらないかという打診があって気を

留めました。地元には全然ない品目だし、パートさんは地元からも雇える、露

地だと、ちょっときついからパートさんは誰も来てくれないですけど、ベビー

リーフだったら来てくれるかもということはある。何よりも自分の体力がもう

重量野菜に追いつかなくなってきていました。当時50代半ばで、この先どうやっ

たって、キャベツ、白菜を出荷していたんじゃ主導権は握れない。社員のほう

が、切るったって詰めるたって運ぶったって全然速いんです。それまで私が１

番と思っていたのですが、やっぱり無理なんです。それで、重量野菜に対して

最高に軽量野菜のベビーリーフ、ＪＡ市場出荷に対して完全契約のベビーリー

フ、露地に対してハウス、と対極にあるような品目でやってみるかということ

でスタートしました。 

 初め、周年出荷する気はなかったんです。「冬は休みです」と伝えたら、パー

トさんたちが、「それでも仕事があればいいのにね」ってつぶやくんです。パー

トさんたちは夏だって冬だって月から金まで、１年中４時間とか同じように働

いていきたいのだからなるほどそうですよね。露地部門と違って「夏はがんが

ん働くから冬は休みね」というのと違う世界にいる人たちなのです。冬の間は

雇えないと思っていたんですけど、やってみたら、佐久は寒さも抜群だけど日

照力も抜群で、できるんです。ハウスの中では伸びるんです。びっくりしまし

た。佐久は多分もう少し可能性があると思います。施設園芸だってやらないだ

けで、可能性はかなりあると思う。だけど、やる実力がない。可能性はかなり

まだ広がるなという感じがします。 

 16頁です。総売上です。これは会社にした以降ですけど、すごい乱高下です。

黒塗り部分がベビーリーフ部門の売上です。ただ、この売上だけ見ていても伝

わらないなという感じです。ＪＡ出荷の場合は手元の貯金通帳に入るものは、

３分の１は引かれています。運賃、農協手数料、市場手数料、部会費、生産安

定事業の積立から広告費まで多くの差引き項目があります。だから売上が１億

円あるなんていったって、実質振り込まれるのは、その３分の１を抜かれただ

けしか入ってこないんです。それも既に去年あたりは38％近い。運賃がとにか

くとても値上がりしています。農協手数料だ、市場手数料だという控除のパー
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センテ－ジはずっと変わってはいませんけれど、運賃圧力はどうにもならない

ですよね。 

 じゃあ「自分でやってみて」と言われたときに、自分でやれるかということ。

法人化しているのに何で農協出荷なのって言われるんですけど、実際上、大量

のレタス、キャベツ、白菜を目の前にして、これを売りさばく営業力がない。

やっぱり農協は楽ですね。近い集荷場に置いてくるだけで済んじゃう。集荷だっ

て、トラック便の配送だってみんなやってくれる。だから、思ったほど悪い体

制じゃないというのが私たちの考え方です。さらに、白菜、キャベツに関して

はブランド産地になっているので高値で売れるというのを考えると、自分が産

地のブランドを抜けるともっと不利になるだろうと思います。 

 そういうことを総合して考えたときに、今のところ、葉物３品に関してはＪ

Ａの傘下でいいのではないか、飛び跳ねたければそれ以外のところで跳ねれば

いいじゃないかというふうに思っています。それにやっぱり地元って大事です

よ。うちの旦那、地元好きです。自分のところだけがどうこうじゃなくて、産

地全体、この産地が元気でやっていけたらいいという思いは、年をとればとる

ほどよく思うようになりました。自分一人云々じゃなくて。それと、法人化し

たからといって、そんなに大きな規模になっていません。せいぜい農家２戸分

ぐらいです。そんな小さな規模で何が戦えるのというところを本当に感じます。

余りにも規模が小さ過ぎる。だから、後にも話しますが、スマート農業云々と

言うけれど、とてもとても１戸や２戸の規模では導入できない機械、世の中に

はあるけど導入できないという機械はたくさんあると思うんです。規模の小さ

さを痛感することがちょくちょくありますね。 

 白抜きの部分は直売部門で、黒塗りの部分はベビーリーフ、施設園芸です。

露地部門の乱高下はとにかくすごいです。高い年の次は大体安くなり、３割ぐ

らいの売上がなくなったり増えたりします。収入保険を考えるとき、これをど

うとらえるかですよね。今は価格安定事業に入っているのですが、収入保険と

どっちかしか入れないんです。価格安定というのは、野菜を出荷して安かった

ら、その価格がある程度まで補てんされるけれど、収入保険というのは総額、

いわゆる経営の総額をみるので有利性はどうなのかと思うのです。ただ、生産

物ができなくなる怖さというのを今年はとても感じました。長雨が続いて、あ
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のままずっと７月の雨が降り続いたら、このキャベツみんな根が腐って、これ

だけ植えてあってもみんな駄目になっちゃうのかな、野菜ができなくなる日が

あるのかなと、ヒヤッとした事がありました。気候の変動が厳しい中で、物が

できなくなる日を考えたら収入保険にしなきゃいけないと思うんですけれど踏

み切れないでいます。産地全体として価格安定でやっているので抜けにくいと

いうのもあります。 

 17頁の経営理念ですけど、生産の理念としては「作物はおてんとうさまと微

生物がつくるもの」ということで、微生物を大事にする農法をとっているとい

うことと、経営的には「支持されつづける、応えつづける」、持続性こそが会社

が目指す実力の方向だと考えています。「支持されつづける」は、自分勝手にた

だ作れればいいじゃなくて、世間、地域、社員からも支持される、そんなに高

く評価されなくても多くの人が支持してくれるという体制を作りたいです。「応

えつづける」というのは供給しつづけるということ。この「つづける」という

のが難しいです。土の持続性を高める。微生物を大切にする農法と物理性を適

切に保つ農法、生物性だけでなくて、プラウで起こしたりする物理性、多分最

初に来るのは物理性だと思うのです。固い土をどこまで起こすか、そういう物

理性を適切に保つ方法と、もちろん化学性のほうも毎年土壌検査はしています

けど、やはり微生物を優先したいと考えています。 

 さらに、「応えつづける」ためには、人材のほうも持続性がないと駄目だなと

思っています。ある程度実力のある者が長い期間をもって担当していることが

必要です。取っ替え引っ替え新人が来るような農場じゃ好成績は無理だと思い

ます。そして経営の持続性というのは、事業が継続できるだけの利益を出し続

けること。少しでいいからプラスにしていくということです。加えて適応力の

ある技術を持続的に進化させ続けること。同じことを続けていくわけではない

のです。気候がぶれる、時代がぶれる。だから、今まで私たちが当然と思って

きた技術も考え方も通用しないことがあります。今まで、ここで水をくれてお

けば絶対間違いなく活着するからなんて言っていたのが、今年のあの暑さでは

通用しなかった。社員たちに「そんなこと言ったって枯れていますよ」とか言

われちゃって。私たちが長年絶対大丈夫と思っていたのが全然駄目でした。自

分が絶対だと思っていた常識が崩れるんです、大変です。 
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 最後に「今、生産現場で感じていること」を伝えておきます。まず、18頁で

す。これは地域、場所によって随分違うと思うのですけど、私たちのところで

は、「信州の農地を集めてどうする？」という話題が出ます。結局、中間管理機

構もあって集めろ集めろで、中核的な法人にどんどん集めたんですけど、水田

の人たちは、「集めたには集めた、100町歩集めた、だけど集めてどうするの、

全然採算合わないよ」と、こういう話です。長野県の山のほうは法面ばかり多

くて手がかかる。それで、人が来てくれればいいけれど、求人しても労働力が

集まらない。生産者の急速な老齢化やリタイアで農地はどんどん空いてくる。

だから、借りる気なら結構農地はあるんです。農地を集めるけれども採算がと

れない米の価格や農産物価格、集まれば集まるほど体は楽にならない、これが

現実です。あと、水田の場合だったら、中核農家が農業継続できなくなったら、

例えば集めていた農家のおじさんがダウンしてしまったとき、地域の大問題で

すよね。あっちからもこっちからも借り入れて、ある程度大きくやっていた人

たちができなくなったらどうするかという問題が出されます。 草刈り、水路

掃除など共同作業に出てくれる人が少なくなったから、残った人の負担は大き

くなってくる。中間管理機構の働きは、平場の優良な水田地帯では機能してい

るかもしれないけれど、ちょっと条件が悪くなってくると中間管理機構なんて

いうものは役に立たない。というか、まず借り手が探せない。やってくれる人

が探せないから駄目ですと言われる。我が集落の水田では昨年のことですが、

隣のおばさんが「作れなくなったと返されちゃって困るから、作ってくれや」っ

て頼みにきたので、うちでは「田んぼ借りてもなあ」ということで中間管理機

構に頼みに行きました。するとそこでは「市町村に任せてあるから」といいま

す。じゃあと市町村の担当に聞いてみたら、「それは農協に任せてあるから」っ

て（笑声）。農協に電話したら、「今作ってくれる人いないんですよ、まあ探し

てみますけど」と言ったきりなしのつぶて、というのが現実でした。やってく

れる人がいない地域はうちの地域だけじゃない。やってくれる人が本当に減っ

てきて、集めろ集めろとどんどん集めてどんどんコストを下げよという論理が、

どの地域のどこまで成り立つのかという問題を非常に感じています。多分空い

てくる農地は法人に期待がかかると思うんです。だから、人を集めてきちっと

作り上げる実力があれば、本当にチャンスの時代なのだと思うのですけど、な
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かなか社員は集まらないし、価格も乱高下する中で採算の合う経営をして規模

を拡大し、地域の農地をしっかり使っていくことはかなり至難の業です。 

 20頁です。「今、生産現場で感じていること」の２点目。新規就農者も地域の

中で活躍がかなり見えるようになってきました。初めは、「やっていけるの？」

と言われていた新規就農者なんですけど、意外とあちこちで活躍する時代に

なってきました。新規就農者にはそれぞれのネットワークがある、地元の人と

違うネットワークがあって、情報は村の人より早かったりします。農家の息子

なんて作り方を親から何となしに教わって、何となしにという感じだから、紙

に書いた栽培のマニュアルがあるわけじゃない。だから、どうやって教えてい

いかもわからない。新規就農者というのは、どこかでそういう人たちに出会っ

て、文書化された栽培マニュアルとかＤＶＤを持っているとか基礎的なことを

勉強して来る子もいます。必ずしも成功しているわけじゃないけれども、決し

て頼りにならない存在ではなくなってきつつあるという感じがしています。 

 スマート農業への関心もあります。だけど、まだこっちまで来ていないなと

いう感じはします。ドローンとか自動操舵とかあるんですけど、その前にまだ

やるべきことがあるでしょうという感じはあります。人手不足が待ったなしな

んだから、スマート農業はどんどんやらなきゃいけないんですけど、導入コス

トに耐えられるような規模がないという気がします。例えばパレット輸送とか

そういうのだって、現場では何回も積み替えたりしているんですよ。例えば、

トラクターの後ろのバケットに野菜箱を積みますよね。それは、なるべくたく

さん運んでいきたいから、パレットなんか使わないで積んでいって、集荷場で

パレットに降ろす。それで予冷します。予冷したら、そのパレットのままトラッ

クへ乗せるのかと思ったら、トラックはトラックでまた別のパレットのサイズ

があって、また積み替えている。こんなことじゃ駄目じゃないか、何とかなり

そうなものじゃないか思うけれど、現実問題ってそれが割合できない。パレッ

ト輸送の体制ぐらい何とかなりそうではないでしょうかね。パレットを統一し、

予冷の機械のサイズをトラック輸送のパレットのサイズに切り替える。ちょっ

とお金はかかるかもしれないけど、このぐらいできてもよさそうなのに。スマー

ト農業の前にやることがあるでしょうというのは、こんなことなどで一事が万

事なんです。多分これ、大きな会社だけだったら、小さな農家が集まっている
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のでなかったら、もっとやっていると思うんですけどね。「何とかやらないと後

継者が腰や体を壊しちゃうよ、彼らが体を壊したら終わりだよ」、と私もＪＡに

一生懸命言っているんですけど、「金がない」「場所がない」ただそれだけです。

部会のメンバーも少なくなってくれば、個人負担分を割り勘するメンバーが

減ってくるので、だんだん残されたメンバーへの負担が重くなってきます。そ

ういうことも含めて、スマート農業の前にやることはいっぱいあると思うので

す。 

 「異常気象が頻繁にやってくる」。21頁です。異常気象への対応力・技術力で

作柄は大きな差が出ます。今年だって、あんなひどい天候、７月は１か月丸々

降っていて、その次８月は丸々高温で照り続けていて、根っこが腐った上に照

られたら、キャベツなどヨレヨレしたまま、ずっと生育は止まっていました。

９月になってからは雨が降って急に回復して、今はキャベツ以外は例年並みの

作柄です。自分がひどい目に遭うということも含めて――でも、やりがいは非

常に多大であります――おもしろい時代だと捉えたいというのはそういうこと

です。 

 技術を考える時、例えば大きな農業生産法人があって、作業員も17～18人い

て華やかにみえるけれど、作柄確保で見れば、隣のおじさんのほうがずっと優

れているなあという場面に出会うことがちょくちょくあります。小さい農家と

か百姓の技術をあなどるなという感じはします。同じ人がずっと同じ場所で

やっている、その農家のおじさんの技術は結構レベルが高いと思うときがあり

ます。 

 さらに大規模経営の不安定性を感じることがあります。大規模に作れば作る

ほど、（水稲作は除きますが、）野菜だったら連作障害のリスクも当然高まりま

す。設備や機械も単品目専用に導入されればなお連作圧力はかかってくるで

しょう。気象のブレにきめ細かく対応していくためには技術者の目の届く範囲

を超えないことです。大規模ほど作柄を落とすことは致命傷になりかねません。

また、たとえば白菜はもっとも労働生産性が高いといわれている、もうかると

いわれている。でも、白菜だけ大規模に作っていたんじゃ連作障害が出るし、

他の障害もでやすい。ハイリスク・ハイリターンなのです。きくところによれ

ば白菜の労働生産性は１時間当たり7,500円ぐらいとのことですが、それ１年中
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栽培していられるわけじゃないでしょう。経済を考える時、季節性がネックで

す。 

 「経営的にしだいに厳しくなってくる」について話します。23頁です。最低

賃金がどんどん上がりますから、今年のコロナの前までは、景気がよくなるに

つけても農業界の賃金水準とか待遇改善がなかなか追いつかない。労働生産性

を上げなくてはならないなといつも思っているんですけど、どうやって上げた

らいいんでしょう。生産コストの上昇がすごく顕著になってきました。人件費

もどんどん上がる、輸送料がどんどん上がる、燃料費も上がる、資材費も上が

る。じゃ何が下がるのか。生産物の売価はそんなには上がってはいかないです。

人件費が上がったからじゃあ売価を上げてくださいって、そういうふうになっ

ていかないじゃないですか。そういうわけで経営的には厳しくなってきますよ

ね。これをやり抜けば、きっとおもしろい経営ができるのではないかと思いま

すが。 

 最後は、24頁の「地元供給力もおちている」についてです。直売所も、10年

前に比べればやめていく直売所はちょこちょこ出てきました。まず、農産物が

集まらない。近所のおじさんおばさんたちが家庭菜園の延長で野菜等を出して

きた直売所は、みんなが年取ってしまったら、もう次の若い世代が出荷してこ

ない。つぶれる直売所が出てきている。道の駅のように大きいところは、集客

も生産者の囲い込みも力を入れていて、非常に二極化しています。小さい直売

所はたくさんあったんですけど、それは整理される感じに見えます。ただ、私

たちのようにＪＡを通して大阪や東京へ送っているというのじゃなくても、地

元にだってビジネスチャンスはあるはずだなという感じはあります。だから全

国区でなくても、海外にじゃなくてもチャンスはあるはず。地元ファンという

のは強いです。大事にしたいところです。 例えば物流費をかけなくても、す

ぐ近いところにうちのナガイモを買ってくれるお客さんがいたら、そういうほ

うが多分強いんだろうと思います。ただ物流は楽ではない。例えば、車で15分

の地元のスーパーに毎日レタス30個お願いしますと頼まれたんですけど、そん

な要望すらとても実際にはできないです。それをやっていたんじゃ、それでお

そらく１時間とか使っちゃうじゃないですか。穫って、運んでいって、帰って

きて、その１時間があれば、農協出荷の箱なんか何十箱もできちゃう。だから、
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町内でいろいろマッチングだとかいってどこかのレストランとつながっても、

「欲しい」「あります」と言っても、実際上物流でつなぐには、届けられる人が

いるかどうかという話になるんですよ。すると意外と時間がかかって採算に合

わないとなる。これが、地元といえども物流は楽ではないということです。だ

から、八百屋さんなんかのほうが強いですよね。レストランだとか温泉だとか

にこまめに配送している。 

 あと、生産現場で感じていることとして、うちの集落なんか消滅集落に近い

ことが気にかかっています。小学生がいるのは１軒しかない。集落の問題につ

いては、どんなに困っていても対策が立たないです。三十数戸あって、うちの

子供たちが育つころはそれでも子供はいたんですけど、今小学生が１軒という

ことは、30年後どうなるのかはもう見えていますよね。消滅集落という定義っ

て私が昔聞いたのは、集落の中に35歳以下の女性が何人住んでいるか、こうい

う統計なんですよね。びっくりしました。それは子供を産む可能性があるかと

いうことのようで、えっ、こういう定義があるのかと。じゃあ完全にうちのほ

うは消滅集落になるし、実際そうだと思う。小学生が今ここで、この村で育っ

ていれば、将来もしかしたらその中の何人かは地元へ帰ってきて、ここに住も

うという人が出てくると思うけれど、子供たちがよそへ出て、そこで子供を産

んで、都会で育った子が将来こっちへ帰ってきて住むという可能性なんてほと

んどないと思う。そういうことを思うとき、あーこれは消滅集落だ、と思う。

で何ができるんだろうと。やれることは今やっておかなきゃ、このぎりぎりの

時代を生きているのだから。今までの時代とこれからガクッと落ちて年寄りき

りになっていく時代の間にいるのだから、何とかと思うけれど、何もできない

のが現状です。 

 25頁です。わが社のことにもどります。課題は人材確保、人材育成、社員へ

の技術移転、それから経営の継承問題があります。うちは子供は３人ですけど、

多分継ぐのは上の娘で、今28歳。その下の双子の男子は、１人は医者になって

しまっているし、１人は重度の障害があっていまだに私が作業所の送り迎えを

しています。そういう事情を抱えていると、多分娘が継ぐんだと思います。娘

は地域起こし起業人としてばりばり働いていて、農場で働く感じではないので

すが、農業への愛着はあるようです。ただ、「私、会社に入ってもレタス植えた
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り切ったりしないよ」「じゃおまえ何やるのよ」「営業！」と、こういう感じで

全然私と違うんです。私たちのように、生産することのほうがずっといいよと

思っているのと違うんですよね。それもありかと思いながら、そんなの駄目だ

といったってどっちみち後継者はいないんだから。多分娘が継いでいくことに

なるんだろうと思います。弟が医学部に入ったとき、彼女は覚悟を決めたと言っ

ていました。 

 さて、産地の高齢化で集まりくる農地の保全も課題です。もうそんなに社員

も集まらないのなら、少ない労働でできる品目を産地の中にもう１～２つ入れ

ていく。例えば穀作、豆とか、そういうのを入れていかなかったら、農地なん

て作り切れないから借りないとなって荒れていく。そこがこれから考えていく

ところだと思います。私の会社としてもそうだし、産地としても。 

 それから、天候のブレに対応する技術の確立。何があっても作り上げるため

に、虎視眈々と観察するような社員、そんな社員を何人育てられるのでしょう

か。今の農場長はそれを必死にやっています。 

 あと、コストダンだってしなければならない。採算的には雑収入でやっと補っ

ているような状況で、売上から経費を引いたんじゃ合わないよね、人件費ちょっ

と出ないんじゃないというのを雑収入で、例えば今、農の雇用事業だとかいろ

いろありますよね。また価格補償事業で、例えばキャベツなども安いときに入

る助成金が多少あるとか、そういうので何とか、赤字経営というほどではなく

やっております。「農業経営を学んできた人間なら、もうちょっといい経営して

てもいいでしょう」ってきっと言われるなと思いながら、それが現実というこ

とです。 

 最後に、一番主眼に置いてきたのが人を雇い入れるということだったんです。

正社員って、入るときにここの会社で一生勤めましょうと思って入ってなんか

来ませんよね。というのは後から聞いた話です。公務員たちは、基本的にはや

めないで一生その道でいくつもりでやっている。何かあれば、辞めてほかへ行

くということはあると思うのですけれど。農場に入ってくる子は２～３年勤め

て様子見て、それでよければいるかもしれないし、またそれをステップにして

次の会社に行こうと思っている。それは某社の人事部長も言っていましたね。

「ここへ入ってくる人なんて、一生ここにいようと思って入ってきませんよ、
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小松さん。だから、辞めたからといって一々がっかりしないでください、出て

いくときまでにいかにこの人に力をつけて出してやるか、これが課題なんです

よ」と、こういう言い方でした。なるほどなあ、じゃあ私もそういうふうに考

えるかと。あるとき、「真知子さん、社員が辞めたからってがっかりすることな

いですよ。女子大生なんて就職決まらないと言われちゃいやだから、まず、と

にかくどこかに入る、それで２～３年で自分の本当に行きたい道を探すんです

よ。最初に新卒で、これが本当にやりたいことだと思って入ってくるわけじゃ

ないか。辞めるのは当たり前じゃないですか」と平気で言われちゃいました。 

表２を見てください。長い間、社員が辞めていくとガックリして落ち込んで

いました。では社員はどのぐらい勤続しているかというのを拾い出してみたの

がこれです。初めのＡ君が８年つとめて「辞めたい」と言ってきたときはひっ

くり返るほどびっくりしました。本当にがっかりしました。この子はずっとい

てくれるんだろうと思っていましたから、社長もすごいショックだったようで

した。あのショックに比べればその後社員が辞めるといってきてももう驚きま

せん。しかし、長年勤めていてくれると、実力もついてきてほとんど任せてい

るというような感じになってくるので、辞められるとやっぱり痛いです。何人

も主力になる社員が育っては辞めていきました。 

 独立するといって出ていく人は一番いい辞め方だと思っていて、独立するの

に貢献できたんだからまあ良いかという感じになります。Ｈは今のハウスの主

任で、ちょっと偏屈な人ですけど、10年以上もやめずに本気でやっていますし、

Ｎが今の農場長で次の世代を継ぐ人だろうと思っています。パートから上がっ

たＶは地元のママさんなので、変形労働時間でなくベビーリーフ部の責任者と

して働いています。この表を見ても正社員として入ってきてもそんなに長く務

めてない人も多くいますよね。だから、長く勤めてくれると思って考えちゃい

けないと、そういうことですね。欠員になるとここ数年応募がないので非常に

苦労していました。これで終わります。 
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（講演後、小松氏から、「農地の縁」と題した次のような補足が寄せられました

ので、講演内容として収録します。） 

 

農地の縁 

現状耕作面積は14-15ｈａです。半分の７ｈａが自作地で、借地がのこり半

分くらいです。毎年変わるので把握しきれないことがあります。今年も借りて

ほしいといわれて増えましたし、買い受けて80ａの自作地が増えました。借地

料を払っても労働力が確保できずに作付けできなかったり、のり面が大きな山

の畑は実際はずっと少ない面積しか作付けられなかったりと、きわめてあいま

いな耕作面積です。しっかり把握しているのは、作付け延べ面積のほうで、野

菜が植えてある実際の面積です。約20ｈａくらいです。 

 今年買い受けした畑80ａは数年借りていた畑です。野菜生産者仲間だった地

主が年をとり後継者もいないので買ってほしいと頼んできました。地主は自分

の代で購入した畑なので気軽に手放せるのです。買いたくはなかったけれど、

買わざるを得ない状況と判断しました。坪2,000円（10ａあたり60万円）がこの

へんの農地の標準的な取引価格です。借地料は10ａあたり１万円ですので60年

借りていられる勘定になります。来年も買わざるを得ない畑があります。借り

ていた畑を相続した娘が買ってほしいといってきたのです。この村に住んでい

なくて遠いところに嫁いでいるので買わなかったら何十年か後には所有者もわ

からなくなりそうな話です。しかたなく買います。農地の購入代金は経費に算

入されず償却もできず資産となるだけなので資金繰りに苦労します。とはいえ、

私は「農地は縁がついてまわるもの」と思っています。欲しくても買えないし、

お金をつんでも手放す人がなければ買えないし、高く買うという人の手にわた

るわけではないし、買いたくなくても買うはめになることもある。だから、自

分の前に農地がきたら縁と思ってなるべく買う方向で考えていくようにしてい

るのです。この年になればもう自分で耕すために買うわけではない。もし、後

継する人がなければだれに農地を託すのかと考えることもあります。「農地を借

りてほしい」という話が来た時、「買ってくれ」と言われそうか否かを農家はと

ても気にして借りています。 
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Ⅱ 質 疑 応 答 

 

((11))  八八木木宏宏典典氏氏のの質質問問    

八八木木 最初に私の方から追加の説明をいただきたいことがあります。19頁の

「７．今、生産現場で感じていること」の②の「人材確保・育成」の箇所の説

明が飛ばされたかなと思うのですけれども。この中で特に外国人正社員採用の

動きみたいなことが書いてあります。この点も含めて追加の説明をいただきた

いというのが１点目です。 

 ２点目は、キャベツの業務加工契約をやっているほかに、ベビーリーフをつ

くばの会社と契約しているというお話がありましたけれども、どういうルート

でこういう契約をしているのでしょうか。キャベツはＪＡのようですが。特に

マルタとの関係で何か役に立ったようなことというのはあるのでしょうか。 

 ３点目は、昭和62年に経営移譲されたときに、最初は農産物をどのくらいの

面積おやりになっていたのでしょうか。最初のときは何百万円というようなお

話もありましたけれども。最初のところからのお二人のこれまでの経営につい

て、もう少し追加の説明をいただければと思います。 

小小松松 では、最後の方から。経営移譲した昭和62年というのは、私が就農し

て３年後です。その前年、農業士を取る過程で私が経営分析をしたんです。そ

うすると、うちの借金もみんな義父から聞き出して、私が一番経営の内情を知っ

ている立場になりました。それで、その次の年からは決算は私がやりますから

と言って、通帳を受け取りました。義父も貧乏経営だったから、「あーいいよ」

みたいな感じでみんな渡してくれたんです。その当時の売上は1,800万円（昭和

61年）くらいでした。でも、１年目の昭和59年の売上800万円、作付け延べ585

ａ、耕作面積４ｈａよりははるかによかったです。経営移譲の前年は耕作面積

５ｈａくらいにはなっていましたが、品目数が多く、大根、キャベツ、白菜、

レタス、サニーレタス、グリーンボール、ミニセルリ、カボチャ、タアサイな

どごちゃごちゃとお金の取れない経営をやっていました、今思えばですけれど

も。30数年の時を経て、現在は作付け延べ20ｈａ、耕作面積14ｈａ、売上1.2

億円くらいになっています。 

 ベビーリーフの契約というのは初めからで、それは茨城の友人、ＪＡ全農い
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ばらきの人が話をもってきてくれてスタートしたものです。つくばのHATAKEカ

ンパニーさんというところは全農茨城と出資の関係があったらしくて、非常に

親しく付き合っていたようでした。つくばのほうでは、暑くて夏にベビーリー

フのホウレンソウができないそうで、長野あたりで作ってくれるところはない

か、探してくれないかみたいな話でした。その１年前から話が来ていたのです

が、そんな小野菜なんかうちでやる話じゃないからって素通りしていました。

けれど１年後にもう一回話が来たんです。その間に、たまたま私も（株）マル

タの視察でHATAKEカンパニーさんに寄ったことがあったのです。その当時はＴ

ＫＦという会社でした。そして、そのベビーリーフの生産現場を見たら、レタ

スの育苗を当時私もやっていたので、「これってできるかも」って思ってしまっ

て、「じゃあやります」ということになりました。だからはじめから契約でとい

う話だったのです。こっちからお願いしたというより、向こうが探していたの

で、それにうまく乗ったということです。 

 キャベツの契約に関しては、ＪＡが持ってきた話です。今、契約の話は希望

すれば結構ありますね。我が産地の人はどうも契約が嫌いで、なかなか手を上

げないんですけど、キャベツや白菜の契約というのは、どちらかというと業務

側のほうが安定的に仕入れるための仕組みかなというような気がします。契約

キャベツを毎年やってきましたけど、３か月半程度の長くない契約期間にもか

かわらずいつもどこかで苦しいときがある。干ばつだったり降ったりして、ちゃ

んと継続して出荷できるように計画して植えていても迷惑をかけてしまう、約

束が果たせないという時期がでてしまうのです。去年も１週間だけ欠品しな

きゃいけないはめになってしまいました。干ばつで大きくならなかったんです。

雨が降らなくて困って困って。ＪＡはカバーするために他の家から出ている箱

の荷を買って、そこで埋めてしのいだのですが、そんな時はどこも荷が少なく

て高値になっているものだから、かなりの経済的ロスを出したという苦い経験

をしました。精神的にもきつかったです。契約にもいろいろあるでしょうが、

継続供給の約束というものにはこわい面があります。北海道の人からは「みん

な契約ですよ、契約しないでなんか怖くて作れませんよ」ときいています。そ

うなんだろうと思いながらも約束を負担に感じすぎているわが産地では契約を

やりたがる人はきわめて少ないです。多分今の時代だから契約の話は多くきて

－ 71 －



- 28 - 

いると思います。 

八八木木 マルタとの関係は、要するに有機堆肥を購入しているということです

か。 

小小松松 そうなんです。株式会社マルタとの関係は、マルタの推奨堆肥である

モグラ堆肥という有機発酵ぼかし肥料をうちが大量に買っているということで

役員にしてもらっているんです。以前はキャベツをマルタに出したこともある

んですけど、結局直接マルタへ出すことができなくて、農協経由、マルタ経由、

生協行きではとてもじゃないけど経費がたくさんかかってやりきれませんでし

た。しかもマルタの契約価格って、嬬恋の人たちとずっと長年やってきた経緯

があって、嬬恋価格なので安いんですよ。800円ぐらいなんです。私たちの産地

の平均単価は、Ｌ玉だけでなくて下等級もみんな含めてでも900円台はいくのに、

マルタに出すと一番いい等級で800円では合わないから止めろと言われる。それ

はマルタのほうも承知していて、役員なんだから少しぐらい損しても出すべき

だと言う役員の人もいますけど、「採算に合わないので、すみません」で納得し

てもらっています。という感じで全然その後は取引がない。ベビーリーフが行

き詰まってしまったときに、ベビーリーフをマルタを通して売ってもらおうと

思ってお願いしたこともあるんですけど、例えばパッケージ・小袋詰めをする

と、金属探知機を通したかとか、そういうところを要求されるんです。いわゆ

る異物混入のリスクを誰がとるかということですよね。だから、自社で小袋詰

めしましたってやっても、何か事があったらマルタの社員の責任になるから扱

いたがらない。結局大手のパッケージセンターを通さないとダメということに

なります。マルタとは今販売関係で付き合っていないんです。キャベツで１シー

ズンか２シーズン取引したことがあります。あとは、よその産地がどうしても

駄目でヘルプというときに助けたりはしますけど、そのぐらいです。 

 19頁の人材確保の話、一番肝心なところを飛ばしてしまいました。すみませ

ん。今、本当に求人に対して応募が少ないという現実があります。３年ぐらい

前はもっと応募が来たんですけど、ここ２年ぐらいは全然ありません。ネット

求人に出しても来ないし、ハローワークに出しても来ないという感じです。そ

れで去年は、コロナ以前の話になってしまうのですが、外国人正社員、いわゆ

る技能実習生じゃない、ベトナムの大学卒の人たちを正社員として入れる話が
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出ていました。高度人材とかいう資格で入ってくるとのことです。そのかわり

日本人の正社員と同じ待遇にしてください、給料も待遇もみんな同じで、仕事

も同じにしてくださいという条件付きです。人づてに情報を聞きつけ実行しよ

うかというところまできていましたが、コロナでストップです。業者が外国人

正社員を売り込んでくる場合もありますが、紹介料は60万円くらいと聞いてい

ます。本当に応募してくれる人がいなければ私たちも外国人正社員を入れよう

と心づもりをしていました。ただ、このコロナの時代になって今年は、幾らか

問い合わせ、会社見学に来たり、アグリナビを見てきたという人がちょこちょ

こ出てきて、少し見直される動きがあるのかなと思っています。 

 でも、例えば女子大生が応募してきてくれているんですけど、この子は幸せ

になれるのかなと心配もでてきます。やっぱり山奥でお付き合いする人もいな

かったりする。男ばっかりの中で楽しくやっていけるのだろうか。男女限らず

大学出の正社員に本当に能力を生かせて働ける場がどれだけあるかというのを

考えるとき、どういうポストを置いたらその人を生かせるかということに悩み

ます。「食べるものは大事だから」とか思い入れ強く来てくれても心配です。単

なる働き手としてだったら外国人のほうがずっといい。会社の中に女子もいて

ほしいよねという思いだけでこっちも採用するんだけれど、重労働はわかって

いるし複雑な思いです。でも、重労働じゃない部分だってあるので、そういう

のをやりながら会社内で女子がいてくれりゃいいなと、楽しい雰囲気がだせた

らいいなと思っています。新しい部門だって開けるチャンスもあるかもしれま

せん。 

 女子３人雇った時代もあったんですけど、20代のうら若き女性たちが寮と畑

だけを行ったり来たりしながら３～５年、お付き合いする人もなくいるのを見

ているだけで、私たちもなんとなくげんなりしてくることがありました。地元

の農業青年たちに、「声かけてよ」とか「合コン誘ってよ」とか私も頼んだりす

るんですけど、「どうせ帰っちゃうんだからなあ」とかいわれるし、冬になれば

なったで、長い休暇があればあるほど、自分の実家へ帰っているとかどこかで

アルバイトしているとか海外に行っちゃっているとなってわが村にはいない。

楽しみを見つけてわが地域に定着する機会がない。夏の日常は朝５時からだか

ら夜遊びしちゃいられないでさっさと寝るから、夕方習い事もできないという
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ような暮らしの中で、彼女たちが年を重ねていくのが本当につらいと感じる日

があった。ワイワイやる仲間たちがいればいいのにと今も思ったりします。 

 だから、そういう生活していく環境のことも含めて会社の社員の採用の仕方

が問題かもしれないです。地元から採用できれば家に帰れば親友達もいて楽し

みもあるだろうから心配しなくていいのですが、なかなか地元から応募してき

てくれない。外国人正社員のほうがこちらも気楽な気がする。稼ぐつもりで本

気で来るので、こっちのほうがよいです。外国人はみんな、スマホがつながっ

ているから大丈夫なんだそうです。そういうふうにきかされています。 

ところで、農業法人の中で大学出のキャリアが必要かと考えることがありま

す。どんな部署に置いたらいかせるか、大学出の人材をうまく使ったいい事例、

聞いたことがありますか。Ｄ君は、京都大学の工学部出でした。京大工学部で

は、「就職なんていうのは幾らでも研究室に企業がスカウトに来ますよ」なんて

言ってました。「なぜ、農業法人にきたの？」という感じだったんですけど、彼

がうちへ来ても、京大工学部出の能力をいかせる場がないと思ったのです。ほ

かの高卒で入った子とそんなに変わらない仕事しかない。パソコンでまとめた

りとか事務は上手だったから、それはやってもらったりはしていましたけど、

彼の満足度もどうかと思ったし、待遇もよくできなかった。高学歴はいかせな

かったと悔いていいます。その後彼は関東の農業法人に行きました。「大卒以上」

という募集をしていた会社です。キャリアパスというかどういう手順を踏んで

育成をして会社の主力メンバーにし、待遇を上げていけるのか実際まだまだ描

けていません。ただ、考えていく力のある社員はとても伸びます。 

 

((22))  小小澤澤健健二二氏氏のの質質問問  

小小澤澤 ３つ教えていただきたいのですけれども、一番ベースになっている

キャベツと白菜とレタス、この収入の変動が農園の年ごとの収入の変動になっ

ているように思われます。これは価格動向によるものでしょうか。こういう野

菜の価格動向というのは、基本的には気象変動にもとづく全国的な供給体制の

問題というふうに考えていいのですか。 

小小松松 そうです、供給体制です。気候の変動と外国人の入り方だと思います。

外国人の人手が今年のように予定どおりに入らないと作付けは減っていると思
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います。 

小小澤澤 もう一点は、望月の小松さんのところと例えば野辺山などを比べた場

合、野辺山は戦後入植地で、新しく入ってきた人たちがいろいろ高原野菜に取

り組んでいると思いますが、そこと小松さんたちのように昔からの農村地域で

は、地域での人間関係を含めて経営のあり方などに違いが何かありますか。少

し漠然とした質問ですが。 

小小松松 違いはそんなにはないと思うのです。昔からといっても、野菜が入っ

てきたのは同じころだと思います。うちの産地でも、入植の集落もあるし、昔

からの集落もあります。昔からの集落の方が、どちらかというと仲良くしましょ

うという感じはありますね。昔ながらの集落というのは飛び出たことは好まな

い人が多い気がしますが、入植で入ってきた人たちは自分本位な人たちが沢山

いてまとまりにくい感じに見えます。だからといって経営に大きな差が出ると

いうには見えないです。 

小小澤澤 そうすると、基本的に嬬恋、野辺山、川上などと、経営をめぐっては

ほぼ同じような問題に直面している、生産現場の問題は、共通していると理解

してよろしいですね。 

小小松松 そうですね。コストや労働力については同じだと思います。ただ、大

きく違うのはそういう大産地ではまだ畑が足りない、もっと規模を拡大したい

という状況にあるようです。まったく反対です。だから、農地が余ってきて困

るという問題は川上や野辺山にはない。「俺たちはもっと借りたいけど、貸して

くれる人がいない」という話は聞きます。地域によります。大産地ほど空いて

いないと思います。 

小小澤澤 もう一点は、地元での直接出荷が一定の割合を占めていることについ

てです。その地元というのは、温泉も言われましたが、佐久市、上田市の近く

の温泉と言うと、あの辺だと鹿教湯とか別所温泉を考えていいのですか。 

小小松松 そこまで遠くには行かないです。車で配送できる範囲、つまり直売所

にあちこちおろして半日で大体回れる程度の距離の中に温泉もあるということ

なんです。11～12月は毎日毎日回っています。一番遠い片道45分のところパー

キングエリアは週１回だったりします。余り遠くは今のところはないです。佐

久市と立科町です。 
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小小澤澤 でも、そこでは割合安定した需要先ですか。 

小小松松 割合安定して売れていました。今年はわかりません、コロナで。道の

駅などもちょっと例年と違う感じですね。 

 

((33))  両両角角和和夫夫氏氏のの質質問問  

両両角角 余りおもしろくて――おもしろいと言うのは失礼ですけど、非常に興

味深くていっぱい質問がありますが、全部は聞き切れないので、本当に幾つか

教えていただきたいと思います。 

 １つは、やはりそうかと思ったのですけど、畑作とか園芸というのは、基本

的にはそこそこ採算がとれる作目ですが、ただそれではかつかつなので、いろ

いろな補助とか制度で支えられる面も少なくないと、こういう感じなのかなと

思って伺ったんですね。というのは、この数年間、集落営農を見て歩きました

が、特に中山間地の集落営農の収入の半分は補助金ですよね。小松さんのよう

な園芸経営というのは、基本的には自立できるものであり、それをいろいろな

制度が支えている。こういう理解でいいんですか。 

小小松松 他のところは補助金がすごいですよね。米麦の人たちは補助金額が違

う。野菜は、いよいよになれば補助金等はなくても一応採算は合うぐらいなレ

ベルでやっているというところですね。多少の補助金が入ればそこが少しゆと

りになる程度です。補助金額は知れてます。 

両両角角 もう一つ伺いたいのは、個人経営というか家族農家でしばらくやって、

それから法人になりますね。法人化のところは、今お話を聞いてみるいろいろ

なきっかけがあってなったということはよくわかるのですけど、これからの担

い手農家というかこれから農業を支えていく人を考えると、法人化を目指すこ

とになるのか、それとも、いや、いろいろなものがあっていいと言うのか。家

族経営もあっていいし、法人経営もあっていいし、どういうふうに考えたらい

いのか、その辺のところの小松さんの感想を伺いたい。 

小小松松  永続的に継続できれば、個人経営のほうがいい気がします。法人にし

て「気楽な稼業をなくしちゃった」という思いは私にはあります。けれど、家

族経営に頼っていたら世代が変わりゆく中で絶対尻すぼんじゃいます。農業界

が尻しぼんじゃ困るから、それを補うということで、他人の力を農業界に取り
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込んでいく、それには法人化するしかないと思うんです。独立する人を連れて

くるというのもありますけれど。だから家族経営は大事で推奨するべきだけど、

補うような感じで法人経営とか集落営農とかが各産地に何箇所か存在している

ほうが、産地全体が力強く生きられるんじゃないですか。家族経営っていいで

すよ。強い。すこし外国人の手をかりて上手にやれれば、お金もかなり取れま

すね。 

両両角角  その辺、揺れるところですね。 

小小松松 いろいろなパターンのあるほうが絶対いいですよね。みんなが法人化

すべきなんていうのは違うと思います。 

 

((44))  坪坪田田邦邦夫夫氏氏のの質質問問  

坪坪田田 さっき少しお話を聞いたので、２点だけ教えて下さい。 

 １つは賃金です。最低賃金が上がると困るとおっしゃっておられますが、今

働いている人たちの賃金は、やっぱり最低賃金程度から余り離れられないのか、

それとも、少し働いて経験が積まれてくると上がるようなシステムになってい

るのかということが１つ。 

 それから外国人の給与というのは、８か月で交代するのだとすると常に最低

賃金になっているのか、この２点だけ教えてください。 

小小松松 まず外国人からですけど、８か月の実習生たちは最低賃金で計算して

はいくのですけれど、８時間以上超えれば25％増しがあって、休日があれば休

日出勤で35％アップ、そういうふう計算します。ただ、それだけではありませ

ん。送出しの会社や通訳に払うためのコンサルティング料が月１人あたり

11,000円から会社によっては20,000円かかります。渡航費や保険料さらに国保

も労災も受入れ側が負担します。宿泊費は一律に彼らが払います。実績では一

昨年、残業も相当しましたけど、８か月で大体１人220万円ぐらい払いました。 

 日本人に関しては、正社員の場合は、毎年給料のベースアップはもちろんあ

ります。どのくらいずつ上げていくのかということで、20万円までいかない新

卒の子たちは、１万円ずつ上げてきて、20万円を超えるぐらいからは6,000円か

ら8,000円ずつ上げてきて、この調子で上げていくと、10年したら払えないん

じゃないのなんて言っているうちにみんな辞めちゃうわけです。だから、そん
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なに心配しても、私も少なく抑え過ぎたかなというのもちょっとあるかなと思

います。マルタの役員の中には、毎年２％ずつ上げるのだという会社もありま

す。そういうふうに決まっていれば迷いもなくていいんですけど、毎年昇給す

るときは、これだけ払えるんだろうか、本人は満足するんだろうか、10年後に

なったら、15年後になったら払えるのかって考えて胃が痛いです。 

 だから、私も考えました。農業はきつくてもうからないんじゃなくて、きつ

くて給料が良いか、あるいは給料は安いが楽だったり楽しかったりするかどっ

ちかにもっていきたい。この先目指す方向といったら、コアなメンバーにはしっ

かりはじめからある程度払っていこうかなと思います。辞めたくないなと思う

くらい払えればそれはいいけれど。去年８年勤めて辞めた男子は、420万円ぐら

いの源泉徴収票になりますかね。農業界で400万円というのは割合良い方みたい

なんですけど、一般の勤労者とすれば安いでしょう。それでもそういう問題じゃ

なくやっぱり辞めていっちゃいますよね。ある程度勤めて、年齢も30を超えて

いれば、30万円近くぐらいに持っていきたいとは思っています。30歳の農場長

はもうちょっとで30万円ぐらいなところです。あとはボーナスを込みにして何

とか400万円ぐらいに持っていくような感じです。まあ紙に書いてみると本当に

待遇悪いなあと感じます。今年のように素人ばかりが集まっていて農場長頼り

になれば、私たちの給料は要らないからそっちに乗せるみたいな感じになって

きます。正社員はとにかく毎年上げます。 

 パートさんのほうも、最低賃金プラス50円ぐらい上のレベルでだんだん上げ

てきました。ここ数年、最低賃金は30円とか40円ずつ、どんどん上がってきて、

追いつくかなというふうに心配していたんです。今長野県は時給849円ぐらいな

レベルなので、900円ぐらい払っているのが現状です。パートさんたち満足する

のかしないのか、そのぐらいです。東京はもう1,000円を超えているのにと承知

はしていますけれど。毎年少しでも上げます。 

坪坪田田 お話を伺っていて、人材確保で持続性が大事だとおっしゃっておられ

る。ただ、給料の面である時点で将来性が見えなくなってくると自然に辞めた

り独立したりということもおきるということで苦労されている。実際には民間

の普通の企業みたいに頑張っていけば将来が見えてくるというふうにならない

という面があるんでしょうか。 
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小小松松 あると思いますよね。キャリアパスというんですか、何年か頑張れば、

ここのポストに行って、次にここに行って、給料もこのぐらいになって妻子も

養えてって、こういうのが描けないと、辞めていくのは当然だろうと思います

よね。特に男子なんかだと、これではとても結婚できないなと思えばね。じゃ

あ500万円レベルまで上げられるかということを考えるときに、３倍の売上を考

えて１人当たり1,500万円の売上が確保できるのかというようなところから考

えると、どうやったらできるのだろう難しいとなります。そうすると、入って

２～３年で、いわゆるコアな人材とそうでない人材に大きく差をつけようかと

この頃は考えているんですけど、どうなんですかね。農業界の上手な給与テー

ブルがどこかで見えたら教えていただきたいです。……。 

 九州の養豚農場の話をよく聞くのですが、農場長になると農場長手当が７万

円だ、部長手当が５万円だと決めているようです。畜産だと周年で計算できる

のか、大きな会社だとそういうことができるんだなあと思うのです。うちの農

場長の手当なんか農場長手当第一段階で２万5,000円しかついていないので、こ

の先、そこを上げていこうと思います。基本給はともかく、負担かけているか

ら職手当でということは考えます。大きい会社だったらおそらく不公平感がな

いようなことをやるのだろうけど、数人の中で給料をどのくらいにするかとい

うのは、はっきり言えばさじ加減になっちゃうのです。よくないことだと思い

ます。 

 

((55))  田田家家邦邦明明氏氏のの質質問問      

田田家家 ２点お願いします。お話聞いていると普及所とかの話がないのですけ

ど、余り普及所は頼りに値しない、意識しないということなのですか。 

小小松松 いや、そんなことはないです。普及センターとはよく付き合っていま

す。だけど、このごろは普及センターから実習生を頼まれたりとか、農大生を

１か月預ってくれだとか、頼まれるほうが多いかなという感じはします。技術

的なことで困った時は直接野菜担当の人に電話しています。ただ、葉物３品に

ついてはＪＡのほうが情報を持っています。今、農業経営者協会の支部長をやっ

ていて、事務局が普及センターにあるので、しょっちゅう普及員とはやりとり

しています。 
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田田家家 もう一点は、長野県にも農業大学校ありますよね、そういうところに

も求人募集はされているのですか。 

小小松松 農業大学校には今年も求人、いわゆる直接行ってそこでブースを構え

てやったんですけど、今年の７月にそういうのをやると、大体の子は決まって

いるという感じでしたね、７月の時点では。だから、この季節にやるのは違う

んじゃないのって思いますけど。求人はやっているんですけど、成果は出てな

いですね。 

田田家家 なぜかというと、八ヶ岳の農業大学校があるでしょう、あそこ、今人

材が、入校者が減ってきているんですよね。野菜なのですけど減ってきて、行

くと農業生産法人からの求人募集が結構あるのですけど、どういうふうに行か

れているのか。大学校、あるいはハローワークなのか、あるいは今言った八ヶ

岳にある中央大学校、ああいうところとかでどういうふうに接触されているか

ということで、ちょっと関心があって聞いたんです。 

小小松松 直接の求人は出しませんでした。 

田田家家 農業者大学校の場合、今年の就職先は全員決まっていると言っていま

したね。 

小小松松 ああいうところを卒業すれば、それは農業人材としてはいいだろうと

思います。タイミングよく求人票をだす必要がありますね。八ヶ岳は念頭にあ

りませんでした。今後やってみます。 

 

((66))  吉吉田田俊俊幸幸氏氏のの質質問問  

吉吉田田 ちょっと伺うのですが、ベビーリーフのつくばの会社の手数料は大体

どのくらいなのですか。 

小小松松 手数料じゃなくて買上げなので、手数料は関係ないです。買上げ単価

で、何キロ送ったから幾らというように。契約で１年中同じ単価です。 

吉吉田田 固定価格で？ 

小小松松 はい、固定です。１年中同じだし、品目によっても変わらない。例え

ばホウレンソウがいくらでルッコラがいくらでと、そういう差もないし。本当

は夏はホウレンソウのほうが断然作りにくいのに。だから、差をつけてほしい

という話もしたんですけど。季節によってまた変わるからと。ざっくりですね。 
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吉吉田田 もう一つは、御主人と報告者の方々の経営内部での役割分担って今ど

うなっておられるのですか。 

小小松松 社長は大方技術畑です。生産技術を担当しています。指導というより

社長は農場長と一緒になって働いているというところですね。少しパワーが落

ちてきたので、農場長のほうが今は主ですね。農場長が相談かけているぐらい

の感じです。とはいえ、まだ防除も担当しています。去年まで防除を任せてお

いた子に辞められてしまったので、その仕事は社長にまた戻ってきちゃったの

です。私は経理総務決算をこなし、もちろん畑でも働いています。早朝から出

荷を一緒にこなし、それから社員の朝飯作りだとかそういう雑用もあるのです。

ベビーリーフ部が困った状況になれば優先的にカバーに入ります。ハードです。 

吉吉田田 ちょっと感想めいたことを言うのですが、私も法人の雇用問題という

のをずっと見ていたのですけど、おたくの経営も農場長とハウスの主任以外は、

極端に言えばパートか外国人労働者で十分じゃないですか？ 

小小松松  そういうふうにも見えるかもしれないですけど、農場長の右腕、左腕

になる人が出てこないとその先にいって広がりがない。外国人は仕事をよくや

りますが、それが増えたら、そこに指示を出す日本人の社員（外国人も可）が

何人か必要だと思います。だから今探しているのは、農場長の右腕、左腕にな

る社員です。素人ばかりが集まった集団では判断場面が多いのでいちいち指示

をださなくてはならず苦労です。今のところ外国人実習生は車の免許をもって

いないというネックもあります。プロ集団ができたらもっとよいです。目標で

す。その下に外国人労働者を配置してというのが最強かと思います。 

吉吉田田  私もいろいろな法人など見ると、大体３年で半分辞めるんですよね。

また、ある仲のいい法人経営者は、「吉田、５年も務められたら給料上げるの大

変だぜ、ほどほどにやめてもらわないと経営成り立たないよ」というホンネを

きかされることもある。だから、別に法人でなくてもいいのではないか。実際

はおたくも家族経営ですよね。 

小小松松 そうです。 

吉吉田田 だけど、法人の未来を余りにも農水省が賛美あるいはバラ色に描きす

ぎている。実際に農水省が推奨している法人に行ってみたら、大体３年で半分

やめたり、最近では、極端に言ったら春作業、田植えをやっている労働者と刈
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取りやっている労働者が違うという実態がある。農業全体をめぐる環境や、今

の農産物の価格で見たら、農業経営でたくさんの給料を払える状況じゃないん

じゃないのかな。今日お聞きしていて、野菜、おたくの経営でも雇用者の継続

性と賃金支払い能力に限界があるのかと感じました。 

小小松松 そういう感じはあります。でもベテランがいてくれると、社長だった

ら手が抜けるし、農場長であっても、任せられるような人がいないと苦労です。

その先を考えると、ある程度コアなメンバーの４人ぐらいがいれば、あとはパー

トでもいいよ、外国人労働者でいいよと思います。茨城の鉾田あたりだと、家

族経営プラス実習生が６～８人いて、多分その人たちは小野菜だしルーチンで

回していて、一々指示を出さなくても、やることがわかっているのだろうと思

うんですね。やることがわかっているようになるためには、うちの場合は、畑

も広いし少しキャリアが要るような気がします。それに、例えば経済的にいい

利益は出していたとしても、家族プラス外国人６～８人とかという経営体が

あったとして、それって強い農場かな。おもしろくないような気がする。日本

人がいて成果が上がったら、ワーよかったなと喜びあえるそんなメンバーが何

人かいなくては楽しくないと思う。 

なんのために働いているのか目的を問えば、「農業界に人をいれてパワーを

もたらしたい」のだから人を育てなければならないとなります。先行きって農

場長になる人が３人か４人出てきたら、あっちの地域とかこっちの地域に広げ

ることができるじゃないですか。だから農場長の右腕、左腕を育てていくのが

当面の目標かなと思っています。 

 

((77))  小小川川増増弘弘氏氏のの質質問問  

小小川川 １点、スマート農業のことを話されていましたけれども、今研究機関

でも随分大きなプロジェクトが走って、いろいろな情報を出しているようなの

ですけれども、生産者の側から見ると、どこからの情報が多いのかなと。例え

ば先ほどのような普及員の方であるとか、そうじゃなくて主にメーカーだとか、

何かそういうのはありますか。 

小小松松 今は行政からスマ－ト農業の研修会へのおさそいが年に１～２回き

ます。ドロ－ンの実演ですね。業者も１～２社ドローンの営業にきました。私
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たちからすると先進的にやっている農家が発信するのが強いですよね。上手に

使いこなしている農家がその情報を発信してくれるのがいい、試験研究機関だ

とかよりは。実際の農家がちゃんと使いこなせて、ちゃんと人件費をダウンさ

せているというのがわかれば導入を検討します。ドローン防除だって、野菜へ

の実用化には適合農薬の種類がないとのこと。作柄をドローンが画像に撮って

きてパソコンに映して見るという話は聞いているのですが、まだなか進まない。

でも、遠い畑を見てきたいけど見にいく暇ないという時にドローン君が見てき

てくれて、あそこの畑の作柄はどうだとか、追肥に行かなきゃとか、虫がいる

とかというのが遠隔でも見えたらいいだろうなというのは思いますね。 

小小川川 かなり実際の農家にも入っているところもあるということでしょう

か。 

小小松松  それを発信してほしいです。あとはコストでしょうね。テスト的に

入っているのは、たぶんコストをかけてあるのだと思うのですけれど。それが

地域でシステムを入れたら、システムひとつでいろいろな人が使えるような、

そういうふうに分割できるシステムだったらいいでしょうね。田植え機を素人

でも真っ直ぐという技術はどんどん入ると思います。けれど、ドローン防除と

か、草刈りロボットなどもある程度は開発しているようですけれども、まだま

だですよね。でこぼこがあったら駄目だとかいろいろな条件をクリアしないと。

もう少しスマート農業も種類がたくさんあってよさそうな気がしますけど、ま

だ幾つもない感じですね。まだちょっと遠いかなと思います。 

――了―― 
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営
の
組
み
立
て

①
露
地
野
菜
レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜

経
営
の

7
5
％
を
し
め
る
主
力
部
門

・
作
付
延
べ

２
０
ｈ
ａ

•
Ｊ
Ａ
出
荷
、

大
阪
市
場
に
て
評
価
が
高
く
、
ブ
ラ
ン
ド
産
地

•
キ
ャ
ベ
ツ
は
業
務
加
工
契
約

•
指
定
産
地
に
よ
り
、
国
の
価
格
安
定
事
業
の
対
象

•
予
冷
が
絶
対
必
要
な
夏
野
菜

•
出
荷
期
間
は
５
月
か
ら
１
０
月
（半

年
の
み
）

•
社
長
、
社
員

5
人
、
中
国
人
実
習
生

2
人
で
担
当

７５

８６
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５
.
経
営
変
遷
の
き
っ
か
け

①
研

修
生

（
Ｈ
８
年
）

•背
景

：
我

が
家

で
は
ララ
イイ
フフ
ササ

イイ
クク
ルル

にに
伴伴

うう
労労

力力
不不

足足
甚

大

加
え
て
大

き
な
役

（
Ｊ
Ａ
青

年
部

県
の

会
長

：
出

役
５
０
日

以
上

）

わ
が

産
地

に
は

長
期

の
ア
ル

バ
イ
ト
（
常

勤
雇

用
）
な
し

（
南

佐
久

に
は

高
原

野
菜

ア
ル

バ
イ
ト
は

あ
っ
た
の

に
）

•求
人

し
て
み

る
と
：
時

代
は

バ
ブ
ル

期
が

終
了

し
、
不

景
気

農
業

界
に
都

会
の

人
が

目
を
向

け
た
就

農
相

談
会

は
大

盛
況

•研
修

生
採

用
：

独
立

志
望

の
東

京
人

を
雇

用

冬
期

は
雇

用
し
な
い
、
冬

期
の

支
払

い
の

心
配

な
し

•結
果

驚
く
ほ

ど
有

効

５
.
経
営
変
遷
の
き
っ
か
け

②
法

人
化

・
正

社
員

（
Ｈ
１
１
年

）

•
独独

立立
をを
希希

望望
しし
なな
いい
研研

修修
生生

にに
出出

会会
っっ
てて
法法

人人
化化

（（
日日

本本
農農

業業
法法

人人
協協

会会
発発

足足
はは
ＨＨ
１１
１１
年年

））
•

通通
年年

雇雇
用用

のの
必必

要要
（（
半半

年年
しし
かか

収収
入入

のの
なな
いい
高高

原原
野野

菜菜
産産
地地

でで
どど
うう
やや

っっ
てて
冬冬
まま
でで
雇雇
うう
のの

かか
））

•
社社

会会
保保

険険
なな
どど
のの

負負
担担

のの
重重

ささ
にに
びび
っっ
くく
りり

•
８８
ヶヶ
月月

間間
だだ
がが

中中
国国

人人
研研

修修
生生

がが
地地

域域
にに
入入
りり
はは
じじ
めめ
るる
（（
ＨＨ
１１
３３
））

産産
地地

のの
中中

でで
他他

人人
をを
雇雇

うう
ここ
とと
がが

普普
遍遍

化化
だだ
がが

、、
通通

年年
でで
雇雇

用用
すす
るる
事事

例例
はは
ごご
くく
わわ
ずず
かか

•
変
形
労
働
時
間
制
の
採
用
（
Ｈ
１
９
）

４
.
私
の

35
年

間
の

経
営

変
遷

•第
１
期
：
家
族
経
営
充
実
期

---
就
農
時
赤
字
経
営
か
ら
の
転
換

、

バ
ブ
ル
好
況

•第
２
期
：
研
修
生
導
入
か
ら
法
人
化

---
---
Ｈ
８
年

か
ら

他
人
と
組
む

•第
３
期
：
施
設
園
芸
導
入
期

---
---
Ｈ
２
４
年
か
ら

他
人
に
ま
か
せ
は
じ
め
る

0

20
,0

00

40
,0

00

60
,0

00

80
,0

00

10
0,

00
0

12
0,

00
0

14
0,

00
0

16
0,

00
0

露
地
野
菜
売
上

（（
有有

））
小小

松松
園園

芸芸

法法
人人

化化
以以

前前
もも
含含

むむ

生
産

額
（

千
円

）

1
1

９

1
2

1
0
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５
.
経
営
変
遷
の
き
っ
か
け

⑤
施

設
園

芸
・
ベ
ビ
－

リ
－

フ
導

入
：
Ｈ
２
４
年
か
ら

背 背
景景

：：
社社

員員
がが

定定
着着

しし
、、
部部

門門
をを
任任

せせ
らら
れれ

るる
可可

能能
性性

がが
出出

てて
きき
たた

異異
常常

気気
象象

がが
常常

態態
化化

。。
露露

地地
はは

ココ
ンン
トト
ロロ
－－

ルル
不不

可可
。。

危危
険険

分分
散散

のの
必必

要要
。。

●●
たた
まま
たた
まま
ベベ
ビビ
－－

リリ
－－

フフ
契契

約約
のの

打打
診診

ああ
りり

今今
後後

のの
消消

費費
者者

のの
志志

向向
性性

にに
ああ
うう
かか

もも

地地
元元

にに
なな
いい
品品

目目
、、
地地

元元
かか

らら
のの

パパ
－－

トト
雇雇

用用
でで
きき
るる

自自
分分

のの
体体

力力
がが

重重
量量

野野
菜菜

にに
追追

いい
つつ
かか

なな
いい

軽軽
いい
もも
のの

をを

ＪＪ
ＡＡ
にに
依依

存存
しし
なな
いい
販販

売売
をを

ほほ
ぼぼ

完完
全全

契契
約約

●●
周周

年年
出出

荷荷
がが

どど
のの

程程
度度

可可
能能
かか

佐佐
久久

はは
日日

照照
力力

抜抜
群群

、、
寒寒

ささ
もも
抜抜

群群

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00

16
,0

00

18
,0

00

１
１

年

１
２

年

１
３

年

１
４

年

１
５

年

１
６

年

１
７

年

１
８

年

１
９

年

２
０

年

２
１

年

２
２

年

２
３

年

２
４

年

２
５

年

２
６

年

２
７

年

２
８

年

２
９

年

３
０
年

元
年

総
売
上

（（
有有

））
小小

松松
園園

芸芸

生
産

額
（

万
円

）
ﾊ
ｳ
ｽ
部

売
上

直
売

部
売

上

５
.
経
営

変
遷

の
き
っ
か

け

③
直

売
体

制
（
Ｈ
９
年

か
ら
）

•
通
年
雇
用
で
冬
期
の
給
与
を
支
払
う
た
め
は
じ
め
た
直
売
所
販
売

•
冷
蔵
庫
に
て
貯
蔵
の
き
く
根
菜
の
栽
培
に
着
目

•
専
業
農
家
が
直
売
な
ん
て
目
も
向
け
な
い
時
代
に
寒
冷
地
で
１
１
月
以
降

の
取
組
を
ス
タ
－
ト

•
地
域
に
あ
ち
こ
ち
直
売
所
が
次
々
に
で
き
て
き
た
時
代

•
直
売
所
１
４
箇
所
を
使
い
分
け
る
。

•
地
味
な
が
ら
確
実
な
成
果
あ
り

５
.
経
営
変
遷
の
き
っ
か
け

④
特

別
栽

培
（
Ｈ
１
４
か
ら
）

•
信
頼
あ
る
有
機
肥
料
と
出
会
う

•
Ｊ
Ａ
の
中
で
取
り
組
む
・
特
栽
部
会
の
発
足

•
地
域
は
「
部
会
で
取
り
組
む
の
は
よ
い
こ
と
だ
が
オ
レ
は
や
ら
な
い
」

•
経
費
も
手
間
も
気
遣
い
も
か
か
る
割
り
に
価
格
の
有
利
性
が
出
な
い

•
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
の
発
生

---
有
機
肥
料
使
用
を
う
た
う
と
よ
け
い
不
利
な
時
代

•
短
期
間
で
仲
間
は
や
め
て
わ
が
社
だ
け
残
る

(１
０
年
間
特
栽
レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
出
荷
）

•業
務
用
契
約
の
開
始
で
両
立
が
困
難
に
な
り
結
局
わ
が
社
も
特
栽
を
断
念

1
5

1
3

1
6

1
4
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７
.今

、
生
産

現
場

で
感

じ
て
い
る
こ
と

②
「
人
材
確
保
・
育
成
」
の
話
題
が
多
く
な
っ
た

人
手

不
足

が
顕

在
化

求
人

に
対

し
応

募
が

少
な
い
。

農
業

界
に
人

が
こ
な
い
・
他

産
業

に
と
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る

今
、
外

国
人

正
社

員
採

用
の

動
き

今
年

の
特

殊
事

情
（
コ
ロ
ナ
の

影
響

）
に
よ
り
派

遣
社

員
が

入
っ
て
い
る

待
遇

改
善

要
請

---
---
社

会
全

体
と
し
て

他
産

業
並

み
が

よ
い
の

か
ど
う
か

、
他

産
業

に
つ
い
て
い
け
る
の

か
人

材
育

成
に
法

人
は

じ
め
農

家
も
意

欲
大

キ
ャ
リ
ア
パ

ス
は

---
--

農
家

の
嫁

は
---

--

７
.今

、
生
産
現
場
で
感
じ
て
い
る
こ
と

③
「
新

規
就

農
者

も
地

域
の

中
で
活

躍
が

か
な
り
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

力
を
つ
け
て
い
る
人
が
出
て
き
て
い
る
。
と
て
も
元
気
。

新
規
就
農
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
が
あ
り
、
情
報
は
村
の
人
よ
り
早
い

期
待
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る

必
ず
成
功
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

④
「
ス
マ
－
ト
農
業
」

関
心
は
あ
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
一
部
の
試

験
レ
ベ
ル
と
い
う
感
覚
（現

場
レ
ベ
ル

）
ド
ロ
－
ン
や
自
動
操
舵
の
前
に
改
善
す
べ
き
こ
と
が
山
積
み

人
手
が
不
足
し
て
い
る
の
だ
か
ら
推
進
は
「
待
っ
た
な
し
」

導
入
コ
ス
ト
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
（
規
模
の
問
題
）

6.
経

営
理

念
「「
作作

物物
はは

おお
てて
んん
とと
うう
ささ
まま
とと
微微

生生
物物

がが
つつ
くく
るる
もも
のの

」」
をを
生生

産産
理理

念念
にに
しし
てて
いい
るる

「「
支支

持持
ささ
れれ

つつ
づづ
けけ
るる
、、
応応

ええ
つつ
づづ
けけ
るる
」」

持
続

性
こ
そ
実

力
と
考

え
る

ＡＡ
.「「
支支

持持
ささ
れれ

つつ
づづ
けけ
るる
」」

誰
か

ら
：
世

間
か

ら
顧

客
か

ら
地

域
・
地

元
か

ら
そ
し
て
だ
れ

よ
り
社

員
か

ら

ＢＢ
・・
「「
応応

ええ
つつ
づづ
けけ
るる
」」

①
土
の
持
続
性

を
高

め
る
。
積

年
良

土
。

微
生

物
を
大

切
に
す
る
農

法
と
物

理
性

を
適

切
に
保

つ
農

法
。

②
人
材
の
持
続
性

を
も
た
せ

る
。

実
力

あ
る
者

が
長

い
期

間
を
も
っ
て
担

当
し
て
い
る
。

③
経
営
の
持
続
性

を
確

保
す
る
。

事
業

が
継

続
で
き
る
だ
け
の

利
益

を
出

し
つ
づ
け
る
。

④
適
応
力
の
あ
る
技
術
を
持
続
的

に
進

化
さ
せ

つ
づ
け
る
。

気
候

が
ぶ

れ
て
も
、
時

代
が

ぶ
れ

て
も

---

７
.今

、
生
産
現
場
で
感
じ
て
い
る
こ
と

①
｢集

め
て
ど
う
す
る
信

州
の

農
地

」
（
急

激
に
か

わ
る
農

業
界

の
環

境
変

化
）

●
生
産
者
の
急
速
な
老
齢
化
・リ

タ
イ
ヤ
で
空
い
て
く
る
農
地

•
求
人
し
て
も
集
ま
ら
な
い
労
働
力

•
農
地
を
集
め
て
も
採
算
が
と
れ
な
い
農
産
物
価
格

•
集
ま
る
ほ
ど
体
は
楽
に
な
ら
な
い
現
実

•
中
核
農
家
が
農
業
を
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
ら
農
地
は
ど
う
す
る

•
草
刈
、
水
路
掃
除
な
ど
共
同
作
業
に
出
て
く
れ
る
人
が
少
な
く
負
担
増

•
中
間
管
理
機
構
の
は
た
ら
き
に
地
域
間
格
差
甚
大

•
農
業
法
人
に
期
待
大

実
力
が
あ
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
な
時
代

1
9

1
7

2
0

1
8
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７
.今

、
生
産

現
場

で
感

じ
て
い
る
こ
と

⑥
「
経
営
的
に
し
だ
い
に
厳
し
く
な
っ
て
く
る
」

最
低
賃
金
が
上
が
り
、
世
間
の
景
気
が
よ
く
な
る
に
つ
け
て
も
・
・
・

農
業
界
の
賃
金
水
準
や
待
遇
改
善
が
な
か

な
か

追
い
つ
か
な
い
。

労
働
生
産
性
を
上
げ
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
ど
う
や

っ
て

---
---

---
。

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た

人
件
費
・
輸
送
料
・
燃
料
費
・
資
材
費
ほ
か

生
産
物
の
売
値
に
の
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い

７
.今

、
生
産
現
場
で
感
じ
て
い
る
こ
と

⑦
「
地
元
供
給
力
も
お
ち
て
い
る
」

直
売
所
も
「
農
産
物
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
二
極
化
。

地
元
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る

全
国
区
で
な
く
と
も
、
海
外
で
な
く
と
も

地
元
フ
ァ
ン
は
強
い
、
大
切
に
し
た
い

地
元
と
い
え
ど
も
物
流
は
楽
で
は
な
い

⑧
「
わ
が
集
落
は
消
滅
集
落
に
近
い
」

小
学
生
が
い
る
の
は
１
件

７
.今

、
生
産

現
場

で
感

じ
て
い
る
こ
と

⑤
「
異
常
気
象
が
頻
繁
に
や
っ
て
く
る
」

対
応
力
・
技
術
力
で
大
き
な
差
が
出
る

自
分
が
ひ
ど
い
目
に
あ
う
こ
と
も
含

め
、
や
り
が

い
は
多

大

生
産
技
術
は
奥
が
深
い

百
姓
・
農
家
の
技
術
力
を
あ
な
ど
る
な

---
---
同

じ
人

が
同

じ
場

所
で
耕

作

お
も
し
ろ
い
時
代
と
と
ら
え
た
い

2
3

2
1

2
4

2
2
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8.
現
在
の

経
営

課
題

わ
が
社
の
場
合

•①
人
材
確
保
・
人
材
育
成
・
社
員
へ
の
技
術
移
転

•②
経
営
継
承

•③
産
地
の
高
齢
化
で
集
ま
り
く
る
農
地
の
保
全

•④
天
候
の
ブ
レ
に
対
応
す
る
技
術
の
確
立

•⑤
省
力
化

•⑥
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

2
5



直
売

用
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
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表
１
　
経
営
変
遷
と
従
事
者
数
の
推
移
　
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
へ

－ 94 －

表
1

経経
営営

変変
遷遷

とと
従従

事事
者者

数数
のの

推推
移移

　　
　　

　　
　　

個個
人人

経経
営営

かか
らら

法法
人人

化化
へへ

農
家

事
情

法
人

と
し

て
の

変
遷

家
族

従
事
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表
2

社
員
は
ど
の
く
ら
い
勤
続
し
て
い
る
の
か
？

（
有
）
小
松
園
芸
実
績

Ａ
Ｂ

Ⅽ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｋ
Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ｏ
Ｐ

Ｑ
Ｒ

Ｓ
Ｔ

Ｕ
Ｖ

男
女

男
男

女
女

男
男

男
女
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男

男
男
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男
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0
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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５
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６
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Ｈ
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〇
Ｈ
１
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〇
〇

〇
Ｈ
２
０

△
〇

〇
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２
１

△
〇

〇
〇

〇
Ｈ
２
２

△
〇

〇
〇

Ｈ
２
３

△
〇
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△

Ｈ
２
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２
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２
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２
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２
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独
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